
匿麺

Ｒ

平成２５年度全国学力・学習状況調査

調査結果のポイント

平成２Ｓ年Ｓ 月

上

省文音Ⅱ科学

国立教育政策研究所



目次

1．調査の概要･………･………………………・… １

２．教科に関する調査………………………………２

○正答の状況………………・……………..…２

○教科に関する調査の結果（小学校）…･…・・………Ｓ

○教科に関する調査の結果（中学校）………・…･…１ｓ

○過去の調査問題との同一問題の正答率の比較………２Ｓ

Ｓ、質問紙調査………・…・………………………２４

４．都道府県の状況（公立） ４ｓ●●●●●●■●●●■●●■●●■●●■●●●●●■●●●

○都道府県別・平均正答率一覧･…………………･４６

○都道府県別・児童生徒の正答率分布一覧………･…４ｓ



1．調査の概要
（１）調査の目的

○義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，全国的な児童生徒の学力や
学習状況を把握・分析し，教育施策の成果と課題を検証し，その改善を図ろ
○学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる
○以上のような取組を通じて，教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する

、、

（２）調査の対象
小学校第６学年，特別支援学校小学部第６学年の全児童

中学校第３学年，中等教育学校第３学年，特別支援学校中学部第３学年の全生徒

（３）調査の内容

①教科に閏する調査（国語，算数・数学）
。主として「知識」に関する問題

｡主として「活用」に関する問題

Ｃ富菫含:舅菱:菱二台i二二ﾋﾆF鶴｣|宝
②質問紙調査
・児童生徒に対する調査

［辮震鰯ii:鰯i;|i1ii肇Ｘｌ箒灘蕊
・学校に対する調査

に関する問題を中jljlとした出題
に関する問題を中l1lilとした出題

］
蛍お，平成25年度調査は，きめ細かい把握・分析ができるよう複数冊子化（共通項目を含む，Ｉ，Ⅱ，m
の３冊子を作成）して実施。各冊子は，各都道府県内においてできるだけ偏りなく実施されるよう学校単

、

（４）調査の方式
悉皆調杳

（５）調査曰時
平成２５年４月２４曰（水）

（６）平成２５年４月２４曰（水）に調査を実施した学校・児童生徒数
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【小学校調杳】

【Ep学校調杳】

対象学校数 学校数（実施率） 児童数

公立学校 20,45ｓ校 20,418校(99.S％） 1,108,272人

国立学校 ７６校 ７４校(97.4％） ７，１７９人

私立学校 ２１２校 ９８校(462％） 5,713人

合計 20,746校 20,590校(99.2％） 1,121,164人

対象学校数 学校数（実施率） 生徒数

公立学校 9,886校 9,752校(g８．６％） 1,027,458人

国立学校 Ｓ１校 ７７校(95.1％） １０，２１８人

私立学校 ７４４校 ３５５校(47.7％） ３３，１５７人

合計 １０，７１１校 １０，１８４校(95.1％） 1,070,88ｓ人



二．教科に関する調査

Ｏ正答の状況

Ｏ教科に関する調査の正答の状況は，次のとおりである。

【小学校調査】

【中学校調査】

○調査時間についての児童生徒の反応

○解答時間が「やや足りなかった」または「全く足りなかった」と回答した児童生
●

徒の割合は，次のとおりである。

－２－

教科 平均正答数 平均正答率

国語Ａ 11.3問／１８問 62.9％

国語Ｂ 5.0問／１０間 49.6％

算数Ａ 14.7問／１９問 77.3％

算数Ｂ 7.6問／１３問 58.6％

教科 平均正答数 平均正答率

国語Ａ 24.6問／32問 76.8％

国語Ｂ 6.1問／9問 68.0％

数学Ａ 23.1問／36問 64.3％

数学Ｂ 6.8問／１６問 42.4％

小学校調査 中学校調査

国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ

48.7％ 40.4％ 23.5％ 27.8％ 6.2％ 21.7％ 9.6％ 33.7％



Ｏ教科に関する調査の結果（小学校）
（１）国語
Ｏ調査問題の趣旨・内容

基礎的・基本的な知識・技能が身に付いているかどうかをみる問題。
（例）■ことわざの意味を理解する。

■資料を読み，分かったことを的確に書く。

■広告を読み，編集の特徴を捉える。

■スピーチの表現のエ夫を捉える。

基礎的・基本的な知識・技能を活用することができるかどうかをみる問題。
（例）■話し手の意図を捉えながら聞き，自分の意見と比べるなどして助言をする。

■目的や意図に応じ，内容を関係付けるなどしながら，リーフレットを編集する。

■２人の推薦文を比べて読み，推薦している対象や理由を捉えるとともに，本や文章

の読み方の違いを明確にする。

国語Ａ－

国語Ｂ－

○課題等

[蚕i雨;ii5ｦ5;F5扇１
◆下の学年で習得しておくべき基礎的・基本的な知識・技能の定着状況に不十分なものがあり，
指導の充実が求められる。

・漢字を書くこと〔Aロー〕
・文が句点によって区切られることの理解〔A回-〕

◆過去の調査との関連を見ると，複数の内容を含む文や文章を分析的に捉えたり関連付けたり
しながら，自分の考えを書くことについて，依然として課題がある。
・複数の内容を含む文について，主語と述語との関係や接続語の役割を押さえながら文を分
析的に捉えること〔A回二(1)〕
．目的や意図に応じ,複数の内容を関係付[ﾅながら自分の考えを書くこと〔B回三〕

話すこと・聞くこと

◆(A）ｽﾋﾟｰﾁの表現をｴ夫することに課題がある。〔A回〕
◆(B）話し手の意図を捉えながら聞き,適切に助言をすることに課題がある。〔Bロー〕

｢薑ﾏｰ三コ
◆(A）目的に応じて資料を読み，全体から分かることを書くことに依然として課題があり，指導

の充実が求められる。〔A回〕
◆(B）目的や意図に応じ，必要な内容を適切に引用したり複数の内容を関係付けたりしながら，

自分の考えを書くことについて，依然として課題があり，指導の充実が求められる。
〔B回二・三〕

F霊玉石=１
◆(A）俳句の情景を捉えることに課題がある。〔A回〕
◆(B）推薦文を比べて読み，推薦している対象や理由，それぞれの本や文章の読み方の違いを捉

えることに課題がある。〔B回一・二〕

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

◇(A）今回出題した漢字の読みについては,相当数の児童ができているものがある。〔Aロー〕
◆(A）今回出題した漢字の書きの定着状況に課題があるものがあり，指導の充実が求められる。

〔Aロー〕
◇(A）今回出題したことわざの意味理解については叩相当数の児童ができているものがある。

〔A回〕

◇…相当数の児童ができている点◆…課題のある点（）内の記号は１Ａ…国語Ａ，Ｂ…国語Ｂ
〔〕内の記号は，問題番号

－３－



Ｏ指導改善のポイント 夕

話すこと。聞くこと

Ｏ相手の立場や状況を踏まえ，適切かつ効果的に助言をする指導の充実
・助言をする際は，相手の立場や状況を十分に感じ取ろうとする共感的な態度で相
手が話す内容を理解するとともに，自分の考えを明確にしながら言葉遣いに注意す
ることが重要である。また，具体的な意見や提案を一方的に伝えるのではなく，相

手が自ら課題を解決できるような助言となるように指導することも大切である。

|蕾マーミヱ１
０意見を述べた文章や活動を報告する文章などを目的に応じて編集する指導の充実
・自分の課題について調べ，意見を述べた文章や活動を報告する文章などを各自で

編集したり，あるいはグループで共同して調べ，分担して持ち寄って内容を編集し

たりすることが重要である。そのためには，目的や意図を明確にし，どのような観

点で取材し，どのような構成や文体にして書くのかを具体的に指導することが必要

である。その際，目的や意図に応じた編集として章立てや節などを工夫するととも

に，題名や前書き，目次，後書き，奥付などを付け，実際の本や新聞，雑誌，パン
フレットなどの編集に合わせるようにすることが大切である。

F霊石三コ
ｏ自他の読み方を交流し，効果的な読み方をエ夫する指導の充実

・本や文章を読んで，感想や紹介，推薦の文章を書くためには，本や文章の選択の

仕方や読み方を工夫することが重要である。例えば，本や文章の選択の仕方として

はｊ一編の話に限定するのか，数編の文章が所収された本を対象にするのかという
違いに着目することができるように指導することが大切である。また，同じ作者や

テーマに即して本や文章を取り上げるのか，あるいは，違う作者やテーマを取り上

げるのかなどに着目する必要もある。さらに，読み方としては，登場人物や作品の
構造，表現α叙述，視点などの観点に基づき，それらを関係付けて読むとともに，

自他の読み方の工夫などについて交流することが大切である。

これらを考慮し，各自の読み方の自覚化を図るとともに，多様な選書の仕方や効
果的な読み方を工夫することができるように指導することが重要である。

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

０文の定義を理解し，構成に注意する指導の充実

・文の定義や文及び文章の構成については，学年の段階に応じた指導が重要である。

第１．２学年においては，「文の中における主語と述語との関係に注意すること」，
第３．４学年においては，「指示語や接続語が文と文との意味のつながりに果たす

役割を理解し，使うこと」，第５．６学年においては，「文や文章にはいろいろな
構成があることについて理解すること」をそれぞれ重点的に指導することが大切で

ある。特に第５．６学年では，文の構造として単文，重文〆複文などがあることを
理解できるようにすることが大切である。そのためには，１つの内容を１つの文に
簡潔に書いたり，２つ以上の内容を，必要に応じて１つの文にまとめて書いたりす
る指導が考えられる。また，その反対に，２つ以上の内容が含まれた１文を内容ご
とに複数の文に分けて書いたり，箇条書きにしたりするなど，言語を操作する指導
も大切である。

－４－



【小学校国語Ａ】

児童数平均正答数平均正答率中央値標準偏差最頻値

１１２１１３７人１１．３問/１８司６２．９％１２．０問３．７１３問

正答数分布グラフ(横軸:正答数，縦軸:児童の割合） 分類・区分別集計結果

30％

25％

１５
岳錘的な百画文化し図胴

の特質にZnする車項

20％

15％

10％

６６．５
5％

６２．１

0％

０１２３４５６７８９１０１１１２１３１４１５１６１７１８

【小学校国語Ｂ】

児童数平均正答数平均正答率中央値標準偏差最頻値
１１２０９６８人５０問１０間４９．６％5.0問２．６６問

分類・区分別集計結果正答数分布グラフ(横軸:正答数，縦軸:児童の割合）

30％

25％

伝皎的な百函文化と国胴

の特質に関する申項
20％

国鬮へのZUID・丘欲･函鹿
◆

15％

４３９

４８．１10％

5％

４６．１

0％
０１２３４５６７８９１０

－５－

児童数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差 最頻値

1.121゜１３７人 11.3問/１８問 62.9％ 12.0問 3.7 １３問

分類 区分
対象設問数

(問）

平均正答率

(船）

学習指導

要領の

領域等

話すこと・聞くこと

轡くこと

読むこと

伝統的な甘遍文化と国贈

の特質'二関する事項

１

４

３

１５

43.5

２
●

３戸
。

60.3

62.8,

評価の

観点

国語への関心･怠欲･態度

賭す・聞く能力

書く能力

読む能力

目fHI二ついての知111･理解・技個

１

１

４

３

１５

45.1

43.5

53.2

60.3

62.8

問題形式

選択式

短答式

紀述式

７

１０

１

66.5

62.1

45.1

－１藤！
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：
崎
…
…

|iii
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蔚 !':ii，
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－１繭

鬮蝋 鞠
蝋１

：
iｉ１Ｉ
鋼

ｌＩｌＩ
鰯Ｉ

蔦

霞 1農

鴬

霞 Ｉ

砧
凹
川
口
鋼
血
弼
狙
噂
凍
】

爵

転
轍
時
曝
鰯
封
唾

蕊

灘

、

児童数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差 最頻値

1,120,968人 5.0問/10間 49.6％ 5.0問 2.6 6問

分類 区分
対象股間数

(間）

平均正答率

(船）

学習指導

要領の

領域等

賭すこと・聞くこと

書くこと

銃むこと

伝統的な曾厨文化と国語
の特質に関する事項

３

４

４

１

65.0

43.9

48.1

64.0

評価の

観点

国厘への関心･意欲･態度

賭す・聞く能力

書く能力

読む能力

甘困についての釦１，･理解･技能

２

３

４

４

１

42.6

65.0

43.9

48.1

64.0

問題形式

選択式

短答式

妃述式

３’

５

２

59.9

46.1

42.6



【小学校国賠Ａ】設問別集計結果
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政IUl番号 股間の概要 出皿の趣旨

字ＨＩｌｌ尋要領のI､域呼

属
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

香
く
こ
と

腿
む
こ
と

伝
統
的
な
目
昭
文
化
と
国
肥
の
特
質
に
閲
す
る
事
項

評価の観点

国
胴
へ
の
関
心
・
愈
欲
・
感
度

賭
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

随
む
能
力

甘
賠
に
つ
い
て
の
知
胆
・
理
解
・
技
能

問皿形式

選
択
式

短
答
式

妃
述
式

正
答
率
（
兜
）

鏑
解
答
率
（
船
）

１－（１）

１－（２）

１－（３）

漢字を焼む

(繁り物の鍵を叉う）

漢字を臨む

(干嘉のためにゴミをへらす）

漢字を醜む
（めずらしい植物を樫塾する）

学年別漢字田当汲に示されている

國字を正しく鰹む

6６

(1)ウ
(ア）

５０

(1)ウ
(ア）

5０

(1)ウ

(ア）

０

０

０

０

。
》

。

gB､９

79.4

65.0

0.5

2.2

3.1

１=（１）

１二（２）

１二（３）

漢字を書く

(魚を坐<）

璽宇を密<

（バスが工いＬやした）

漢字を唇<

（要員会を堂堂Iﾅる）

学年別漢字配当狂に示されている
風字を正しく香く

5６

(1)ウ
(ア）

5０

(1)ウ
(ア）

5０

(1)ウ

(ア）

･

。

｡

０

。

。

７２．６

４７．１

53.7

5.5

10.9

27.2

２－

２二

ことわざの堂味として適切なものを選択する
(石の上にも三年）

ことわざの迂味として適切なものを選択する
(急がば回れ）

ことわざの遼味を理解する

3４

(1)丁

(イ）

0４

(1)丁

(イ）

０

。

。

○

71.3

86.2

1．２

１．１

３－ 文のはじめの５文字を丸で囲む 文の定種を理解する
1２．

(1)イ

(力）
０ ｡ ３６．９ ２０．１

３二（１） 接繍耐を使って１文を２文に分けて書く
文と文の意味のつなが'Jを考えな
がら，接線胴を使って内容を分Iナ
て書く

駈
ウ

3４

(1)イ

(ク）
○ ０ ◎ ２３．６ 1０．２

ａ二（２）
｢だから」と同じような働きをする接城瓶と
して適切なものを選択する

接観晒「だから」のもつ働きを理
解する

3４

(1)イ
(ク）

。 。 ８３．４ 3.4

４ア

４イ

４ウ

｢甘蕊の使い方」に関する斑料を醜み取り０
年代ごとの割合から分かることを書く

｢甘藁の使い方」に関する箕料を随み取り、
全体から分かることを書く

目的に応じて資料を臨み．分かつ
たことを的磁に書く

髄
エ

卵
エ

駒
エ

０

０

０

｡

○

｡

０

72.6

71.5

45.1

1１．８

1８．０

20.2

５ア

５イ

マナーに関する広告を陵み，田療の仕方の特
敏をまとめたものとして適切なものを選択す
る

広告を随み、但築の特徴を捉える

６６

ウ

恥
ウ

5８

(1)イ

(午）

5０

(1)イ

(キ）

。

０

。

０

。

。

６１．３

71.9

9.2

1０．２

ｅアイ
焚火とその周りの景色との関係を裏したもの
として適切なものを週沢する

俳句の情丑を捉える

印
エ

3４

(1)丁
(ア）

○ 。 。 ４７．７ 14.3

フ
選手宜智文の表現のエ夫とその効果を脱明し
たものとして適切なものを選択する

スピーチの衷現をエ失する

馳
イ

5０

(1)イ

(ケ）

｡ 。 ０ ４３．５ 2１．８



【小学校国語Ｂ】設問別集計結果

■■

～〆

－７－

股間番号 設問の概要 出題の趣旨

学習指導要領の個埴毎

賭
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

害
く
こ
と

隈
む
こ
と

伝
統
的
な
甘
厨
文
化
と
図
臆
の
特
質
に
閲
す
る
事
項

評価の観点

図
陪
へ
の
関
心
・
鍾
欲
・
態
度

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

腺
む
能
力

甘
醸
に
つ
い
て
の
知
低
・
理
解
・
技
能

間図形式

選
択
式

短
答
式

妃
述
式

正
答
率
（
髄
）

猿
解
答
率
（
船
）

１－
助甘の際に６年生がとった対応の脱明として
適切なものを皿限する

相手の立俎や状況を感じ取って閃
〈

斑
イ ◎ ○ 78.9 1.2

１二
６年生の助甘の仕方の鋭明として適切なもの
をそれぞれ選択する

話し手の臣図を捉えながら聞き．

適切に助甘をする

鼬
イ
エ ０ ０ 4ａ８ 1.2

１三 111本さんの助甘についての脱明を害く
鱈し手の童図を捉えながら聞き．

効果的に助甘をする

鮎
イ
エ

卵
ウ 。 ０ ０ ･ ６７．３ ９．６

２－
｢打ち上げ花火の歴史」という見出しに合わ
せて必要な内容を書き加える

目的や江図に応じ．必要な内容を
翅切に書き加える

卵
ウ
オ
カ

弧

(1)イ

(ク）

○ ０ 。 64.0 4.3

２二
【ずかんの一部】の中から花火師の苦労が具
休的に密かれている内容を引用して書く

目的や愈図に応じ．必要な内容を
適切I二目|用して害く

釦
エ
オ
カ

。 。 26.5 】３．２

２三
複数の内容を関係付けた上で，自分の考えを
具体的I=書く

目的や迂回に応じ，祖散の内容を
関係付けながら自分の考えを具体
的に書く

卵
エ
オ
カ

○ ○ ｡ 17.9 ２０．３

３－ア

３－イ

３－ウ

【本間さんが香いたすいせん文】において椎
菖している対象を書く

【花田さんが書いたすいせん文】において椎
窟している理由を谷く

【本Iﾛ】さんが書いたすいせん文】において椎
面している理由を書く

２人の推薗文を比べてHHみ，推項
している対象や理由を捉える

駒
エ
カ

印
エ
カ

“
エ
カ

。

○

◎

０

◎

０

50.0

45.4

44.8

15.6

28.7

30.4

３二
２人の推尻文を比べて醜み，それぞれの醜み
方として適切なものを選択する

２人の推剪文を比べて醜み，陵み

方の違いを捉える

砧
イ
カ 。 ○ 52.1 】0.5



（２）算数

Ｏ調査問題の趣旨・内容

基礎的・基本的な知識・技能が身に付いているかどうかをみる問題
(例）■整数，小数，分数の四則計算をする。

■単位量当たりの大きさを求める式の意味として正しいものを選ぶ。

■合同な三角形をかくことができる条件を選ぶ。

■基準量と割合を基に，比較量の大きさとして適切なものを選ぶ。

算数Ａ

基礎的・基本的な知識・技能を活用することができるかどうかをみる問題

(例）■示された摘報を基に条件に合うものを週択し，その理由を記述する。

■表の数値を基に,二つの数量の関係が比例していない事実を妃述する。

■単位量当たりの大きさに着目して筋道を立てて考え，数量の関係を配述する。

■基準量と割合の変化から比較量の大小を判断し，その理由を記述する。

算数Ｂ

Ｏ課題等

E繭；雨５１
◆図や表を観察して，問題の解決に必要な情報を選択することに課題がある。

・円柱の側面の辺の長さを求めるために,必要な情報を見取図から読み取ること。〔A曰(2)〕
・複数の条件全てに当てはまる乗り物を判断すること。〔B回(1)〕

◆場面の状況や操作の意味に基づいて，式を的確に読むことについて課題があり，全学年を通じて指導の

充実が求められる。

・単位量当たりの大きさを求める除法の式と商の意味を理解すること。〔A回〕
・示された平均を求める式から,その計算の結果が何を求めているのかについて聯すること。〔B回(1)〕

|薮Z許覧］

◆(A）四捨五入で数を適切に処理する方法についての理解に課題がある。〔A回
◆(B）示された三つの処理の仕方から，最も合理的な処理の仕方を選択し，その理由を記述することに課

題がある。〔B□(2)］

圓亟画
◇(A）測定の目的に応じて,計器を選択することについては相当数の児童ができている。〔A回(1)〕
◆(A）単位量当たりの大きさを求める除法の式と商の意味を理解することに課題がある。〔A回ｌ
◆(B）示された分帥,肋を鰍し面積力薄し<なることを談と数を用いて記述することl二課題力《ある｡〔B回②〕

画
◆(A）合同な図形をかくために必要な条件を理解することに課題がある。〔A回〕
◇(B）ものの位置の表し方を理解し特定することについては,相当数の児童ができている。〔B回(2)〕

|藪臺藺雨
◇(A）棒ｸﾞﾗﾌの目盛りの数値に着目して,最大値を読み取ることは,相当数の児童ができている。〔A回
◆(B）二つの数量の関係が比例の関係でないことを記述することに課題があり，特に，根拠となる数値を

示して記述することに指導の充実が求められる。〔B回(3)〕
◆(B）割合が同じで基準量が増えているときの比較量の大小を判断し，その理由を記述することについて

依然として課題があるが,改善の傾向が見られる。〔B回(2)〕
◇…相当数の児童ができている点◆…課題のある点（）内の妃号は，Ａ･･･算数ＡⅢＢ…算数Ｂ

〔〕内の妃号は，問題番号．

－８－



Ｏ指導改善のポイント

Fi7Zi霜’
○数直線等を活用して，指定された概数になる数の範囲を捉える活動の充実

・概数による処理を適切に行うためには，四捨五入して指定された概数になる数の範囲を捉

えるようにすることが大切である。また，概数を用いるときは，その目的を明確にしながら

用い方を理解できるようにすることが大切である。

○筋道を立てて考えた過程について振り返る活動の充実

・問題を解決するときには，筋道を立てて考え，考えを説明したり記述したりする活動とと

もに，解決した過程を振り返り，考えの説明や記述を見直すことで，よりよい表現へと高め

ることが大切である。

|薑Z薊歪１
０単位量当たりの大きさを求める場面や意味を理解する指導の重視

・単位量当たりの大きさで比較することは，単位となる大きさを１にそろえて比較していること
であると理解することが重要である。特に，二つの数量のどちらを単位とするかによって，数値
の比較の仕方が異なることを醐県し，目的に応じて適切に処理できるようにすることが大切である。

○言葉や数，式，図，表，グラフなどの表現を関連付けて考える活動の充実
・問題を解決するときには，言葉や数，式，図，表，グラフなどを用いて自分の考えを分かりや
すく説明したり，互いに自分の考えを表現し，伝え合ったりする活動を充実することが大切であ
る。その際，図や言葉などの表現を関連付け，問題を解決する過程における操作や説明の意味を
明らかにすることで，数量や図形の意味を実感的に理解できるようにすることが大切である。

國
○合同な図形をかいたり，作ったりする算数的活動を基にした指導の重視
・作業的，体験的な算数的活動を基に，合同な三角形をかいたり，作ったりする条件を実感
的に理解することが大切である。また，合同についての理解を深めるために，合同な図形を
かいたり，作ったりできない場面についても取り上げ，図形が－つに決まる意味を明確にす
ることが大切である。

Ｏ見取図や展開図の見方が確実にできるようにする指導の重視

・見取図や展開図から具体的な立体図形を想像したり，具体的な立体図形を基に見取図や展
開図に表したりすることが大切である。また，見取図や展開図の表現に慣れ親しみ，かいた
り読んだりする指導を重視し，立体図形についての理解を深めることが大切である。

Fif臺藺i索１
０式や計算の結果の意味を確実に理解できるようにする指導の重視
・式の指導においては，具体的な場面に対応させながら，事柄や関係を式に表したり，場面から式
や計算の結果の意味を読み取り，言葉や図を用いて表したりできるようにすることが重要である。

Ｏ表の数値を根拠として，二つの数量の関係が比例しているかどうかを説明する指導の重視
・二つの数量の対応や変化の特徴を明らかにするためには,二つの数量の関係を表にまとめたり，
表から規則性を読み取ったりすることが大切である。特に，見いだした二つの数量の関係が比例
しているかどうかについて，表の数値を根拠として説明することが大切である。

○割合の考えを用いて論理的に説明する指導の重視

.割合に関する問題解決の場面で（基準量)×(割合)＝(比較量）の関係を根拠にして，式や
言葉で理由を説明できるようにすることが大切である。

－９－



【小学校算数Ａ】

児童数平均正答数平均正答率中央値標準偏差最頻値
１１２１１６４人１４．７問/１９問７７．３％１６．０問３５１７問

分類・区分別集計結果正答数分布グラフ(横軸:正答数，縦軸:児童の割合）

30％

25％

20％

１５％

１０％

１１ ７０．７

5％

１１ ８３．８

0％

０１２３４５６７８９１０１１１２１３１４１５１６１７１８１９

【小学校算数Ｂ】

児童数平均正答数平均正答率中央値標準偏差最頻値

１１２１００３人７．６問/１３間58.6％８．０問３２９問

正答数分布グラフ(横軸:正答数，縦軸:児童の割合） 分類・区分別集計結果

30％

４８５
25％

20％

15％

47.0

７６２
10％

5％

0％

０１２３４５６７８９１０１１１２１３

－１０－

．〆

'1蕊liiiliilllliilliillllillllllilllliiliilliiiliiilIl1il震’

児童数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差 最頻値

1.121.164人 14.7問/19問 77.3％ 16.0問 3.5 １７問

分類 区分
対象設問数

(間）

平均正答率

(船）

学習指導

要領の

領域

数と計算

量と測定

図形

数量関係

８

４

３

４

80.3

68.4

、７２．７

83.5

評価の

観点

算数への関心･窓欲･態度

数学的な考え方

数量や図形についての技能

蚊丘や図H､についての如坦・辺解

０

０

８

１１

86.3

70.7

問題形式

選択式

短答式

記述式

８

１１

０

68.4

83.8

児童数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差 最頻値

1,121,003人 7.6問/１３間 58.6船 8.0問 3.2 ９問

分類 区分
対象股問数

(問）

平均正答率

(船）

学習指導

要領の

領域

数と計算

量と測定

図形

数避関係

３

７

３

７

48.5

56.2

79.4

55.1

評価の

}観点

算数への関心･邇欲･懲度

数学的な考え方

数且や図形'二ついての技能

蚊■や囚R､について０，匁魔・田解

０

８

１

４

47.0

76`２

77.3

問題形式

選択式

短答式

記述式

４

４

５

74.0

62.0

43.5

￣

鶴 蝋 鱒 霧



【小学校算数Ａ】設問別集計結果
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－１１－

ノ

段間番号 股間の砥要 出題の趣旨

学習指導要領の領域

政
と
計
算

丘
と
測
定

図
形

敗
且
囲
係

評価の観点

算
数
へ
の
関
心
６
怠
欲
・
態
度

数
学
的
な
考
え
方

数
且
や
図
形
に
つ
い
て
の
技
能

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
知
蝋
・
理
解

間皿形式

選
択
式

短
答
式

肥
述
式

正
答
率
（
妬
）

無
解
答
串
（
船
）

１（１） ２４３－６５を計算する
繰り下がりのある漣透の計算をす
ることができる

狐

(2)イ
０ ○ 88.3 ０．２

１（２） ０．７５＋０．０を計算する
小数の加法の計算をすることがで
きる

4Ａ

(5)イ
。 。 71.5 0.3

１（３） ９．３ｘ０．８を計算する
小数の乗法の計算をすることがで，
きる

5Ａ

(｡)イ
○ ○ 83.8 0.4

１（４） ６÷５を計算する
商が小数になる除法の計算をする
ことができる

4Ａ

(5)ウ

，
。

０ 88.4 1.4

１（５） １６－（６＋ｓ）を計算する
（）を用いた塾敗の計算をする
ことができる

4，

(幻丁
｡ 。 94.4 Ｏｐ８

１（６） ２と５／７＋１と１／７を､f算する
同分母の分数の加法の計算をする
ことができる

4Ａ

(6)イ
。 。 88.9 2.0

１（７） 2／ｇｘ４を､f耳する
乗数が整数である渦合の分数の采
途の計算をすることができる

6Ａ

(4)力
。 。 ８９．６ 1．７

２
一万の位までの概数にしたとき'二．２０００
Ｏになる数を選ぶ

示された位までの桓敗にする際．
－つ下の位の数を四捨五入して処
理する方淺について理解している

4Ａ

□】イ
０ 。 60.4 1.9

３ 除数と商と余りから被除数を求める式を遇ぷ
余りのある除法の坦面において．
被除数を求める式'二ついて理解し
ている

4Ａ

⑬)ウ
○ ０ ７１．８ 1.8

４
ＡとＢの２つのシートの混み具合を比べる式
の意味について．正しいものを選ぶ

単竹呈当たりの大きさを求める陣．
法の式の互味を理解している

5Ｂ

(4)丁
０ ｡ 50.2 0.8

５（１）
木のまわりの長さを測定する際に用いる叶鍋
を適切にⅢぷ

曲線部分の長さを測定する際に用
いる適切な計器を理解している

８
幻
３
１ ○ 。 ９７．４ 0.4

５（２）
１ａ（１アール）と等しい面積になる正方形
の一辺の長さを選ぶ

１⑥（プァール）の面積と等しい
正方形の一辺の長さを理解してい
る

48

(1)

アイ

０ ０ ５２．５ 1．１

５（３）
上底３crn・下賎８ｃｍ・高さ４crn・斜辺
５ｃｍの台形の面積を求める式と答えを書く

台形の面積の求め方を理解してい
る

卵

(1)丁
０ 。 73.5 ２．１

６
三角形ＡＢＣと合同な三角形をかくことがで
きる条件を遡ぶ

三角形ＡＢＣと合同な三角形をか
くために必要な粂件を理解してい
ろ

5０

(1)イ
○ 。 60.9 1.0

７（１）
展開図に示された側面の長方形の鐘の辺の長
さを書く

円柱について．見取図の高さと展
開図の側面の辺の長さとが対応し
ていることを理解している

5０

(2)ア
０ ○ 90.6 2.1

フ（２）
展閣図に示された側面の長方形の横の辺の長
さを求める式と答えを啓く

円柱について．底面の円周の丑さ
と隈閲図の側面の辺の長さとが対
応していることを理解している

５０

(1)エ
５０

(2)丁

。 。 6６．５ 5.7

Ｂ（１） ２００ｃｍの５０％に当たる長さを選ぶ

割合がｓｏ“のとき．基準且と比
較且の大きさの関係を理解してい
る

印
③ ０ ０ 76.9 2.2

Ｂ（２）
５００９の１２０“に当たる迅さについて．
適切なものを選ぶ

割合が１００％を超えるときⅢ基
準且と比較且の大きさの関係を理
解している

印
③ ○ ０ 77.1 2,8

9

最小目盛りが２に当たる棒グラフから，借り
た本の冊数が－悉多い唄曰とその曜日に借り
た冊数を書く

棒の長さと凪小目盛りに藩目し
て．数位が最も大きい項目とその

数価を漆み取ることができる

３Ｄ

｡)ア
○ ｡ Ｂ5.8 2.8



【小学校算数Ｂ】設問別集計結果

－１２－

股間番号 股間の概要 出皿の趙旨

学習指導要側の領域

数
と
計
算

丑
と
測
定

図

形

数
量
関
係

評価の観点

算
数
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

数
学
的
な
考
え
方

数
且
や
図
形
に
つ
い
て
の
技
能

致
且
や
図
形
に
つ
い
て
の
知
臓
・
理
解

問皿形式

選
択
式

短
答
式

記
述
式

正
答
率
（
船
）

鋳
解
答
率
（
船
）

１（１）

残りの采U物券の枚数と采る予定の梁Ｕ物を
基に，二人がまだ乗る予定になく－緒'二染る

二とができる繁り物を書く

梢観を整理しⅢ筋近を立てて審
え,三つの条件全てに当てはまる
独り物を判断することができる

ＩＪＩ

②イ

40

(4)ァ
。 ０ 51.2 3.0

１（２）
三つの染U物券の買い方を比較して．どの頁
い方が一番安いかを選択しⅡそのわけを書く

三つのJ1い方の中から赴も安くな
る同い方を週択し‘その選択が正
しい理由を肥述できる

３Ａ

(2)イ

ａｊＩ

(3)イ

○ ○ ５１．０ 0.9

２（１） 示された式の値が何を表しているのかを杏く
示された平均を求める式からⅢそ
の計算の結果が何を求めているの
が'二ついて理解している

5Ｂ

(3)ア

4，

⑫)ア ０ 。 51.9 3.3

２（２）
正しく測定できなかった鮪果を除いて平均を
求めるときの正しい式を選ぶ

iNlぴぼれた数値を除いた坦合の平
均を求める式を週祝することがで
きる

SＢ

(3)丁

40

(2)丁
｡ ｡ 75.8 1．３

２（３）

示された実験の結果から．ふりこの長さと１
Ｏ往復する時間が比例の１１ＭKになっていない
ことを嚢の数値を基に書く

表から数1mを適切に取り出して、
二つの数量の関係力《比例の関係で
はないことを厘述できる

２，

(1)丁
３Ｄ

⑬)ア

5，

(1)７
○ ○ ３５．４ 1８．８

３（１）
三人の児宜の陞明に対応する．長方形を４鱒
分した図をそれぞれ週ぷ

図に示された分割の仕方とその醜
明とを対応させることができる

４５

(1)イ
５８

(1)ア

２Ｃ

(1)イ
５Ｃ

【I】イ

○ ０ ８７．４ 0.8

ａ（２）

示された分け方が元の長方形を４等分してい
ることの脱明として．二つの三角形の面積が
辱しいことを書く

示された分け方で二つの三角形の
園積が等しくなることを胆述でき
る

5Ｂ

(1)丁
｡ ０ 42.8 15.5

３（３）
4等分になるための条件の中で．台形では当
てはまらないわけを週ぶ

長方形と台形の分割の仕方を比べ
て．台形の畑合は４等分'二ならな
いわけを遡択することができる

5Ｂ

(1)ア

4６

(1)イ
○ ０ 56.5 3.6

４（１）

ワールドカップ後の１賦合当たりの観客散が
ワールドカップ前の１賦合当たりの観客散の
約何倍になるのかを求める方法と答えを番く

単位丘当たりの大きさなど'二冠目
して．二つの敗且の関係の求め方
を記述できる

４Ａ

(2)ア

４Ａ

(3)イ

印

ｕ)丁 ○ ○ ４３ざ４ 11.3

４（２）
5列１０番の座席の位囹を基に，２列４番の
座席の位匠を表す

示された１W報から二つの要素の、
味を解釈し，ものの位団を特定す
ることができる

㈹
③ ０ ０ 94.2 2.6

４（３）
示された式を基に北チームの勝ち点の合計を
求める式を書き１H1ち点の合計とlmi位を書く

示された式に数値を当てはめて計
算し，計算の結果の大小を基に判
断することができる

40

（２）

アイ

。 。 50.9 7.3

Ｓ（１）

１＄グラフと折れ線グラフの両方が示されたグ
ラフの醜明に対して．その脱明がグラフのど
の期間を示しているのか．正しいものを選ぶ

棒グラフと折れ線グラフの両方が
示されたグラフから．必要な＃1組
を碇み取ることができる

３Ｄ

(3)ア
４，

(4)イ

０ 。 76.2 5.1

Ｓ（２）

帯グラフに示された割合と基準丘の変化を醜
み取り．インターネットのft出冊数の墹域を
判断し！そのわけを密く

Hn台が同じで基準且が増えている

ときの比較丘の大小を判断し，そ
の判断の理由を肥述できる

５
⑨
５
く

０
ｌ
ｂ
⑪

０ 。 44.7 7.8



○教科に関する調査の結果（中学校）

（１）国語

Ｏ調査問題の趣旨・内容

基礎的・基本的な知識・技能が身に付いているかどうかをみる問題

（例）■話合いの方向を捉えた司会の発言として適切なものを選択する。

■出された意見を整理して，決定の理由を適切に書く。

■前日までに申込みをしなくても中学生が参加できる謂座番号を選択する。

■「かすみ」や「雲」のように見えたものを本文中から抜き出す。

基礎的・基本的な知識・技能を活用することができるかどうかをみる問題

（例）■「かるた」について分かったことを基に，さらに調べたいことと鯛ぺる方法を具体的に書く。

■文章を読んで感じたことや考えたことを具体的に書く。

■間違えやすい漢字を学習する際の注意点やコツを，漢字の特徴を取り上げて説明する。

国語Ａ

国語Ｂ

Ｏ課題等

'三雨砺１
◆具体的な言語活動の中で，基礎的・基本的な知識・技能を適切に使うことに課題がある。

．話合いの方向性を捉えて話すこと〔A□二〕
・文章の構成や表現の特徴について自分の考えをもつこと〔B回-〕など

◆解答した内容を客観的に見直してよりよくすることに課題がある。

。伝えたい事柄を明確にして書くこと〔A回二〕
・根拠を明確にして自分の考えを書くこと〔B回三,Ｂ回三〕など

話すこと・聞くこと

◇◆(A）話合いの方向を捉えて司会の役割を果たすことについて，司会の役割を理解すること
は相当数の生徒ができているが，個々の発言の内容を整理しながら鯖合いの方向を捉え

て話すことに課題がある。〔A回－，二〕

|譽ﾏｰ三コ
◆(A）書いた文章を読み返し，目的に応じた表現に直すことに課題がある。〔A回一〕
◆(A）文の接続に注意し伝えたい事柄を明確にして書くことに課題があり，指導の充実が求

められる。〔A回二〕
◆(B）根拠を明確にして自分の考えを具体的に書くことに，依然として課題がある。

〔B回三，Ｂ回三〕

鳫露三コ
◇(A）描写の効果を考え，内容を理解することは’相当数の生徒ができている。〔A回二〕
◇(A）文脈の中における語句の意味を理解することは,相当数の生徒ができている。〔A回-〕
◆(B）図と文章との関係を捉えることに課題がある。〔B□二〕
◆(B）課題を決め,それに応じた情報の収集方法を考えることに課題がある。〔B回三〕
◆(B）文章の構成や表現の特徴について自分の考えをもつことに依然として課題がある。

〔B回一〕

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

◇(A）漢字の措書と行書との違いを理解して楕書を書くことは，相当数の生徒ができている。
〔A回四〕

◆(A）比彌を用いた表現について理解することに課題がある。〔A回七1〕
◆(A）文脈に即して漢字を正しく書くこと，語句の意味を理解し，文脈の中で適切に使うことに

ついては,一部に課題がある。〔A回－２，３，三ｱ,イ〕
◇…相当数の生徒ができている点◆･･･課題のある点（）内の記号は，Ａ…国贈Ａ，Ｂ…国語Ｂ
〔〕内の配号は，問題番号

－１３－



Ｏ指導改善のポイント

話すこと・聞くこと

Ｏ司会の役割を理解し，状況に応じてその役割を果たす指導のエ夫

Ｐ話合いの方向を捉えて司会の役割を果たす力を身に付けるために，具体的な場面を設定して

司会の果たす役割を確認するとともに,参加者へどのように声を掛けるのが適切かを具体的に

考えるように指導することが大切である。その際,話合いの状況によって司会の声の掛け方が

複数ある場合があることを確認することが重要である。

属~三三１
０目的に応じて，情報の取り上げ方や書き方をエ夫して書く指導のエ夫

・情報を整理して分かりやすく書く力を身に付けるために，目的や相手に応じて，取り上げる

情報,それを示す順番などの観点で書いた文章を読み直し，よりよい文章にするように指導す

ることが重要である。

Ｏ根拠を明確にして，自分の考えを具体的に書く指導のエ夫

・自分の考えを具体的に書く力を身に付けるために，本や文章のどの部分に特に興味や関心を

もったのかを明確に示した上で，なぜそこに着目したのか，その内容について自分はどのよう

に考えるのかなどを丁寧に書くように指導することが大切である。その際，例えば，引用した

箇所と自分の考えとの関連,根拠として取り上げた内容の妥当性，自分の考えの広がりや深ま

りの有無など，書いた文章を複数の観点から見直すことが重要である。

[霊石苣Z１
０調べる手段の特徴を理解し，見通しをもって情報を集める指導のエ夫

・目的に応じて情報を収集し，課題を解決する力を身に付けるために，具体的な言語活動を設

定し，明確な目的をもって本や文章を読み，自分の課題の解決に適した手段を選ぶように指導

する必要がある。そのためには，情報を収集する手段の特徴を確認するとともに，複数の手段

を用いて情報を収集し,自分が設定した課題に応じて収集した情報を整理する学習などを設定

することが大切である。

Ｏ目的に応じて，文章の特徴を捉える指導のエ夫

・目的に応じて必要な情報を収集する力を身に付けるために，実生活における様々な文章を取

り上げ，文章の構成や展開，表現の特徴などに注意して読むように指導する必要がある。

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

○表現の技法について理解したことを各領域等の指導に生かすエ夫

・小学校での学習を踏まえ，文章中の具体的な表現と結び付けながら，比嚥や反復などの表現

の技法について理解し，その名称とともに整理するように指導することが大切である。

Ｏ言葉への関心を高め，言語感覚を豊かにする指導のエ夫

・言葉への関心を高め，言語感覚を豊かにするために，辞書等を使って，なじみの薄い語句や

使用頻度の低いと思われる漢字などを積極的に調べる機会を意図的に設ける必要がある｡その

上で，調べたことを「話すこと・聞くこと」や「書くこと」などの学習に生かしていくように

指導することが大切である。

－１４－



【中学校国語Ａ】

生徒数平均正答数平均正答率中央値標準偏差最頻値

１０７０１８７人２４．６問/32問７６．８％２６０問５．６２９問

正答数分布グラフ(横軸:正答数，縦軸:生徒の割合） 分類・区分別集計結果

30％

７８０

25％
６５１

20％ 伝統的な目語文化し固堕

の特質に関する蛎項

15％
78.0

10％

１８ 78.0

5％
７７．７

0％

０２４６８１０１２１４１６１８２０２２２４２６２８３０３２

【中学校国語Ｂ】

生徒数平均正答数平均正答率中央値標準偏差最頻値

１０７０４３７人６．１問/９問６８０％７．０問２３８問

分類・区分別集計結果正答数分布グラフ(横軸:正答数，縦軸:生徒の割合）

30％

６３．２25％

伝統的な画昭文化と図函

の特質に関する事項

20％

15％

１０％

5％
■■

■■■

0％

０１２３４５６７8９

-１５－

生徒数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差 最頻値

11070,187人 24.6問/32問 76.8％ 26.0問 5.6 ２９問

分類 区分
対象股間数

(間）

平均正答率

(兇）

学習指導

要領の

領域等

鱈すこと・聞くこと

響くこと

醜むこと

伝統的な言語文化と国鱈

の特質に閥する事項

４

４

６

１８

78.0

6５．１

80.5

78.0

評価の

観点

国願への関心･璽欲･態度

賭す・聞く能力

轡<能力

醜む能力

臼田についての知餌・理解・技色

０

４

４

６

１８

78.0

6５．１

8ｑ５

78.0

問題形式

選択式

短答式

配述式

２１

１１

０

77.7

75.2

ilm

生徒数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差 最頻値

1,070;４３７人 6.1問/9問 68.0％ 7.0問 ２３ ８問

分類 区分
対象段間散

(問）

平均正答率

(％）

学習指導

要領の

領域等

鯖すこと・聞くこと

書くこと

醜むこと

伝統的な遅『li5文化と国腰
の特質に関する事項

０

３

８

１

63.2

68.3

65.1

解価の

観点

国願への関心･宜欲･態度

賭す・聞く能力

書く能力

醜む能力

甘田'二ついての知磁・理解・拉曲

３

０

３

８

１

63.2

63.2

68.3

65.1

問題形式

選択式

短答式

妃述式

５

１

３

68.8

78,0

63.2



【中学校国語Ａ】設問別集計結果
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殴悶轡牙 吐問の極要
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‐

幽囚｡､迪丘
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化
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困
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特
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脚四
囲
へ
の
囲
心
・
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欲
・
曲
血

鱈
寸
・
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く
蛇
力

谷
く
能
力
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甘
凪
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・
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加

玉
槻
式

?Ⅱ“■巴
谷
式

配
述
式

正
谷
牢
（
賭
）

魚
解
答
率
（
船
）

１－

１二

歴合いでの司金の免官の役割について皿明し
たらのとして題切なものを週祝する

隣合いの力向を捉えた国益の先廿として迺切
なもの壱四探すろ

鯖合いの方向を担えて司会の役割
を瓜たす

１
オ

１
オ

｡

。

◎

。

9０．７

5５．２

０．２

０．２

２－

｢おかしいようでもあり．又そぃがおもしろ
<もおもえる」と王者が述べたものとして題
切なものを迅択する

描写!＝竺宜ｑ-て錘み、内臼を図解

する
１
ウ ｡ ● 78.5 ０．３

Ｚ=

｢あの枯れ枝の霜邊.…..うれしげである二と
だろう．」と隼宕が感巴た理由を肥明したも

のとして迩切なものを選択する

描写の効果を考え，内四壱図解す
る

２
イ 。 ○ B700 0.5

ａ－
見出し害吏画した国由として西切なものを迦
銀する

行いた文江を陸み返し０日的に応
じ従璽四に亘寸

２
エ

◎ ｡ 5８．７ ０.Ｂ

ａ二
出された堂ロキ■理して．壕定の■由を西切
に書く

文の被醸I二途宣しｏ伝えたい卒椚
を明蝕I=してちく

２
ウ ｡ ● ４９．６ 5.8

４－
｢内已」の欄に銭皿する莪現の仕方の脱明と
して函切なものを迅択する

文牢の狂現の特蝕を捉える
､干一

、

１
エ

｡ ○ Ｂ５．２ 0.3

４二
前日までに申込みをしなくても中学生が⑥加
でき旱■空■＆窪越祝する

□的に応じて必妥な領０５空唾み取
ろ

１
力 。 ｡ ７０．６ ０．３

５－
米の厨西国に入る甘露として迺切なもの窪迅
祝する

文風の中における短句の怠味を■
nFする

１
ア ｡ 。 ８７．１ ０．４

Ｂ二
r小嚢はそういうわけ'二Iよい白旗せん」と麺
ぺている理由として迩切なものを皿根する

文牢の風聞'二印して内再缶捉える

１
イ ｡ 。 7G.Z ０．４

Ｂ－
取材の仕方の、明として函切なものを垂祝す
ろ

施すための材料を多掠な方堕で民
ぬる

ニ
ア

｡ ● 8４．９ 0.7

⑥＝
カー19を使って鱈寸鴎に使用する廿丞の輯合
せとして函切なものを五祝する

堕四的な､l庇や厘面書考えて伍す

ユ
イ ｡ ．。 B1.2 ０.Ｂ

７－ 比故の対象が明泣に分かるよう'二ちく 俵えたい申柄を明敏にして害（

Ｚ
エ

･ 。 7４．１ 4．Z

Ｔ＝ 内己｢二応じてＦ＝段落を＝っに分ける
凪藩の役割を労えて女工を胡成す
ろ

１
イ

● ｡ 7B､０ 1．１

ａ－１

Ｂ－２

Ｂ－３

亜宇を缶（（大きな圭湘ウをもつ）

漢字をちく（おやつ窪キントウ'二分け合う）

■字を谷（．（毎拍'二合わせてオピ存理最）

文BRに印して漢字を正しく香《

ｚ
ウ

ニ
ウ

ニ
ウ

Ｊ
１

１
イ

ｊ
ｊ

１
１

ｊ
ｊ

１
１

。

。

｡

｡

｡

｡

８７．７

60.2

57.4

2.9

1１．５

l4oB

B二１

Ｂ＝ｚ

Ｂ=ａ

湿字を圧心（回狛を唱える）

璽字を蝿む（社会審里亙寸ろ）

虫字を雄む（山々が辺なる）

文ENI=即して浜宇を正しく巴心

己（１）
ウ｡）

Ｚ《１

ウ(フ

ｚ（１
ウ(7

。

｡

◎

｡

。

｡

9３．０

７]。。

Bg。？

２．６

4.7

２．６

曰三ア

日三イ

Ｂニウ

８三＝

ａ三オ

Ｂ＝力

函切な旧句を囚根する（今年の又のＳさ'二は
函ロL定)

竃切な１日句湛皿祝する（友迅に将来の蜘盆窪
醸す）

速切なu８句を辺祝する（あ二がれの仕卒に趣
≦）

適切な四句を迅択する【ﾛ、Uになって．＝の
曰宇ｍｍＤ

適切な砺句を辺祝する【I＝わがI＝強い同が碑
り出し．人々｢土あわてた）

西切な■句杏迅銀する（笹'二は．いくら百つ

ても「母の耳に念仏」で効果がない）

【且句の宜嘩を理解し、文風の中で
国切に使う

之（１）
イ(ｲ）

１（１）
イ(ｳ）

ユ（１）
イ（ｲ）

Ｔ（１）

イ(ｳ）

１（１）
イ（ｳ）

１（１）
イ【ｳ）

●

○

｡

。

｡

｡

●

。

●

｡

。

。

47.4

６３．０

96.4

B5.1

Ｂ１．８

90.5

Ⅱ、７

0.8

0.7

0.9

0.Ｕ

1．】

Ｂ四 行香を拍毎で香（
四手の楢谷と行＝との画いをユ麻
して香《

１（２）

イ
｡ ● Ｂａ５ 8．４

Ｂ五１
r母がイギリスに縄u摩した．」という百L、
方が正しい理由として麹切なものを皿択する

敏厩の働きについて辺解する 堂（１）
イ（７）

。 。 7０．４ 8．０

Ｂ五２ 遼切な政【ﾛを、祝する 文瓜の中で敬四を適切に使う 星（１
イ｡

｡ 。 9２．５ 1．０

Ｂ六
｢す古衷じい」と修輝・杖好餌の凹係にある
もの審宙餌する

些酵空と故修鰯田の飼庫について
辺解する

２（１
イ(ウ

◎ ｡ 7４．０ １．４

巳七１
｢かすみ」や「狂」のよう'二見えたものを本
文中から抜き出す

比噛合JWlいた狂哩'二ついて■解す
ろ

１（１）
イ付）

。 ● ５３．２ 。．６

Ｂ七２
匹空Rb便墾冠いを璽代鈩卓;ａいに■す
(に1塁ろ､）

配安的碩公蛍いを理代個準武い'二
回して鴎心

１（１）
ア(７）

● 。 Ｂ３．８ ５．３



【中学校国鰭Ｂ】設問別集計結果

△

■■■■
■■■■■■〃■■■■■

、■■■■■

－１７－

I且問番号 独因の沮要 出皿の趣旨

宇田

魅
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

招導田

谷
く
こ
と

、の側

厩
む
こ
と

域等伝
鏡
的
な
甘
旧
文
化
と
国
路
の
特
質
に
関
す
る
事
項

風

四
厩
へ
の
回
心
・
近
欲
・
蝕
度

呂
す
・
聞
く
能
力

香
く
能
力

点 圧
む
能
力

甘
厩
に
つ
い
て
の
知
戊
・
理
解
・
技
能

囿皿騨宝選
択
式

短
筈
式

凪
述
式

正
答
卒
（
船
）

穂
解
答
申
（
船
）

１－
段落相互の朋係について脱明したものとして
逼切なものを週根する

段藩相互の関係を理解しⅢ文章の

凪閲を捉える

１
エ 。 。 ７２．３ 0.4

１二
園が示す内専を脱明したものとして適切なも
のを週根する

図と文宰との団優を捉える

２
イ 。 。 ６３．４ 0.3

１三

｢かるた」’二ついて分かった二とを基'二，さ
らにI､ぺたいことと鯛ぺる方暖を具体的'二古
＜

限皿を渓め．それ'二応じた情転の
収纂方途を考える

１
ア

１
力 ･ 。 ０ ０ 5８．５ ２７

２－
エヌ氏の生活'二ついて脱明した日義を本文中
から抜き出す

文章の皿閲に即して内容を捉える

１
ウ 。 。 ７８．０ 2６

２二
汲現の効果を脱明したものとして遼切なもの
を選択する

衰現の仕方に注室して陵み，その
効果を考える

１
エ ◎ ◎ 76.0 0.5

２三
文迂を臨んで函じたことや考えたことを具体
的に書く

文立の内臼について．根拠を明破
Iニして自分の考えを色く

１
ウ

１
オ 。 ０ ･ ◎ ６６．２ lＬＯ

３－
鯖囲配車の谷色方の１０徴を皿明したものとし
て適切なものを選択する

文寧の梢成や衰現の特蛍を捉える

１
エ 。 ０ ６１．６ 0.9

３二

資料がどのような疑問壱IFl決するための参考
になるのかをｉｎ明したものとして翅切なもの
を迅択する

伯組を関返させて姪む

１
力 。 ｡ 70.9 1．１

３三
因違えやすい漢字を学習する際の注五点や．
シを．漢字の特徴を取り上lfて限明する

漢字の特徴を捉えて．自分の考え
を具体的'二谷く

２
皇
ワ

２(1)
ウ(ｲ）

。 ｡ ｡ 。 65.1 5.2



（２）数学

Ｏ調査問題の趣旨・内容

基礎的・基本的な知識・技能が身に付いているかどうかをみる問題
(例〕■正の数と負の数とその計算，文字式の叶算をする。一元一次方程式を解く。

■肛明で用いられている図が考察対象の図形の代表であることについてｂ適切な龍述を選ぶ。
■事象から一次関数の式を求める。
■平均値に関して，適切な妃述を選ぶ。事象の起こる確率を求める。

基礎的・基本的な知識・技能を活用することができるかどうかをみる問題
(例）■安静時心拍数が一定であるとするときの目標心拍数の変わり方を選び，その理由を脱明する。

■与えられた表やグラフを用いて,水温が８０℃になるまでにかかる時間を求める方法を説明する。
■まとめ直したヒストグラムの特徴を基に，学級の生徒が美しいと思う長方形について新たに
わかることを脱明する。

■碁石全部の個数を，３（、－２)＋３という式で求めることができる理由を脱明する。

数学Ａ

数学Ｂ

Ｏ課題等

[筌雨雨７１
◆数量の関係を文字式で表すことや多角形の外角の意味を理解することなど,身に付けておかな
ければ後の学習に影響を及ぼす内容の習得に課題がある。

〔A回(4)，Ａ回(3)，Ａ回(2)，Ａ回Ａ回(2)など〕
◆数学的に表現したり，数学的に表現された事柄を読み取ったりすることに課題がある。

〔A回(2)，Ａ回(2)，Ｂ回(2)など〕
◆数量の関係を一次関数とみなして問題を解決する方法や,資料の傾向からわかった事柄などを，
他の事象に適用してもとの事象との関係を捉えることに課題がある。〔B回(3)，Ｂ回(3)など〕

囮
◇(A）具体的な事象における数量の関係を捉え，連立二元一次方程式をつくることについては，

相当数の生徒ができている。〔A回(3)〕
◆<A）実生活の場面において，ある基準に対して反対の方向や性質をもつ数量が正の数と負の数

で表されることを理解することに課題がある。〔A回(4)〕
◆(B）事象を数学的に表現したり，数学的に表現された結果を事象に即して解釈したりすること

を通して，事柄が成り立つ理由を筋道立てて説明することに課題があり，指導の充実が求め

られる。〔B回(2)，(3)〕

国
◇(A）見取図投影図から空間図形を読み取ることについては,相当数の生徒ができている｡〔A回(2)〕
◆(A）角の二等分線の作図の根拠となる対称な図形を見いだすことについて，依然として課題が

ある。〔A回(2)〕
◆(B）示された方針に基づいて証明することや，与えられた条件を整理したり，着目すべき性質

を見いだしたりするなどして，証明の新たな方針を立てることに課題がある。〔B回(1)，(2)〕

圏
◇(A）与えられた一次関数の式について，ｚの値に対応する′の値を求めることについては，

相当数の生徒ができている。〔A回(1)〕
◆(A）関数の意味を理解することに課題があり，指導の充実が求められる。〔A回〕
◆(B）事象を数学的に解釈し問題解決の方法を数学的に説明することや，言葉で表現された事

柄の数学的な意味を的確に捉え,他の事象との関係を考えることに課題がある｡〔B回(2),(3)〕

|寶可§砺甫｜
◆(A）与えられたヒストグラムについて,ある階級の相対度数を求めることに課題があり，指導の充

実が求められる｡〔A回(2)〕
◆(B）資料の傾向を的確に捉え，事柄の特徴を数学的に説明することに課題があり，指導の充実

が求められる。〔B回(2)〕

◇…相当数の生徒ができている点◆･･･課題のある点（）内の記号は，Ａ…数学Ａ，Ｂ･･･数学Ｂ

〔〕内の妃号は，問題番号

－１８－



Ｏ指導改善のポイント

固
○正の数と負の数の意味を，実生活の場面に結び付ける活動の重視

・正の数と負の数の必要性と意味を理解できるようにするために，実生活の様々な場面にお

ける数量やその変化を,正の数と負の数を用いて表す活動を一層重視することが大切である。

Ｏ事象と式の対応を的確に捉え，事柄が成り立つ理由を説明する活動の充実

・事象を数学的に表現したり，数学的に表現された結果を事象に即して解釈したりすること

を通して，事柄が成り立つ理由を筋道立てて説明する活動を充実することが大切である。

・事象を多面的に見る活動を充実することが大切である。

国
０作図の方法を図形の対称性に着目して見直す活動の重視

・角の二等分線，線分の垂直二等分線，垂線の作図の方法について，いずれも２つの円がそ

れらの中心を結ぶ直線に対して線対称であるという性質を用いていることを見いだし，作図

の方法を統合的に捉える活動を一層重視することが大切である。

○証明の方針を立て，その方針に基づいて証明する活動の充実

・証明の方針を立てるために，結論を導くためには何がわかればよいかを明らかにしたり，
与えられた条件を整理したり，着目すべき性質や関係を見いだしたりする活動を充実するこ
とが大切である。

・証明の方針に基づいて，事柄を記号で表したり，これらが成り立つ根拠を明らかにしたり

して，仮定から結論を導く推論の過程を的確に表現する活動を充実することが大切である。

函
０関数の意味を理解し，関数関係を見いだす活動の重視

.様々な事象の中の２つの数量ｚ，ｇについて，ｚ/が垂の関数であるかどうかを見いだすため
に，具体的な数をｒに当てはめて，ヅが一意に決まるかどうかを確かめる活動を一層重視する
ことが大切である。

Ｏ事象を数学的に解釈し，問題解決の方法を数学的に説明する活動の充実
・事象の変化の様子について予測したり，実際のデータの特徴を分析したりする活動を充実
することが大切である。

〆様々な問題を解決する際に，問題解決の方法に焦点を当て，「用いるもの」とその「用い方」
について考え，説明する活動を充実することが大切である。

關居再１
０相対度数の必要性と意味を理解し，資料の傾向を読み取る活動の重視
・相対度数の必要性と意味についての理解を深められるようにするために，ある階級の度数
が総度数に占める割合を求めて，資料の傾向を読み取る活動を一層重視することが大切であ
る。

○読み取った資料の傾向を基に，事柄の特徴を数学的に説明する活動の充実
・目的に応じて資料を分類整理し，資料の傾向を読み取り，整理の仕方を工夫することで資
料の傾向を捉え直したりする活動を充実することが大切である。

・資料の傾向を読み取ってわかった事柄について，前提に当たる部分（主部）と，それによ
って説明される結論に当たる部分（述部）を明確にして表現する活動を充実することが大切
である。

、

－１９－



【中学校数学Ａ】

生徒数平均正答数平均正答率中央値標準偏差最頻値
１０７０８３３人２３．１問/36問６４．３％25.0問8.0２９問

分類・区分別集計結果正答数分布グラフ(横軸:正答数，縦軸:生徒の割合）

30％

１１

25％

20％

15％

１７１０％

5％

0％

０２４６８１０１２１４１６１８２０２２２４２６２８３０３２３４３６

【中学校数学Ｂ】

生徒数平均正答数平均正答率中央値標準偏差最頻値

１０７０７９２人６８問/l6H４２．４％６０口４．１３問

正答数分布グラフ(横軸:正答数，縦軸:生徒の割合） 分類・区分別集計結果

30％

25％

20％

15％

10％

数量や図形などについて

の知職・理

４４．０
5％

0％
０１２３４５６７８９１０１１１２１３１４１５１６

－２０－

生徒数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差 最頻値

1.070,833人 23.1問/36問 64.3％ 25.0問 8.0 29問

分類 区分
対象股間数

(間）

平均正答率

(髄）

学習指導

要領の

領域

数と式

図形

関数

賢料の活用

１１

１２

９

４

73.4

65.2

59.3

47.4

評価の

観点

数学への関ＩＤ･意欲･態度

数学的な見方や考え方

数学的な技能

数量や図形な

の知臘・理解

どについて

０

０

１７

１９

68.6

60.4

問題形式

選択式

短答式

肥述式

１８

１８

０

’６２．３

66.211illlllllll
：

iliiL

生徒数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差 最頻値

1,070,792人 6.8問/１６問 42.4％ 6.0問 4.1 3問

分類 区分
対象設問数

(問）

平均正答率

(船）

学習指導

要領の

領域

数と式

図形

関数

斑料の活用

５

２

６

３

42.8

45.3

40.9

42.9

評価の

観点

数学への関心･意欲･態度

数学的な見方や考え方

数学的な技能

数量や図形などについて

の知職・理解

０

１２．

２

２

35.6

54.0

7Ｌ４

問題形式

選択式

短答式

配述式

・４

５

７

44.0

56.8

31.3

､鏑IWiIiiiiliml霧mi1mii1i;iiI關i巖､震癬、

： i1il 鱸Ｉ鱸鱸



【中学校数学Ａ】設問別集計結果

四
四
四
・

四
四
四
四
四
釦

。
■
四
四
四
四
四

■Ｐ■、■■耳ができる

【】官＆エの欧と貝のＨｋｍ叶１【12

柵E珊雇…１－\■■■■■Ｆ■■■■■■■■■いて、餌Ｌ亡いる

謡:柵淵繍÷`旦■■■■■■■■■■

ロロ

午４札唾兵

墜＝。…■■■■■■■■■■■■■■
銅。園“■■■■■■■ﾛ■■■■■|■■

■■■■■■■■■■、l■■
‐…■■■■■■■■ﾛ■■■■、■■
--…＝■■■■■■■■■■■■

．”。＝■■■■■■■■■■回囚
は皿 ■■■■■■■ﾛ■■■、■■

■■■■■
■■■■■■■■■■回■
■■■■■■■■■■回■

■ＰＲ、■■■■、

。ＡＢＣ垂．坦回圭回止甸中亡■計図

画Ｌ＝１亡ムロロにぴづトねたＳ，回

転角の大ささ害戒める

iＴ
与免、Ｌ定方■で扣旦＝れ企四角囮が．いつ

でも平ｆＴＦｍ⑤になる＝との、＝となる卒桐
字詞＝

ｂ

１浄函■■■垂ＳＰＱｍｍげあと■の垂が出る扣
営広垣②＝にロq■千'二ついて･正しい暉酉呑
評＝

－２１－

、因毎号 賦日､の頭憂 脚皿②亟亡

字Ｉ砥
と
式

Ｔ桐､9１

図

形

■

【頓の１閃
故

Ⅱ域氏
科
の
弱
、

岬画。欧
字
へ
の
関
心
・
立
欧
。
、
正

故
学
的
な
只
方
や
労
え
方

Ｔｍ垣政
幸
的
な
技
、

欽
丘
や
国
、
な
ど
に
つ
い
て
の
知
晦
・
辺
解

迅
択
式

ﾛ囮R３ｺ皿
昏
式

［ 配
遮
式

正
谷
中
（
兜
）

鯨
解
客
車
（
粥
》

１（１） ５/Ｂｘ３/４を計耳する 分塾②■塾の計寡ができる
J｣、Ｓ

(1)イ
● ● Ｂ3．7 2．Ｚ

１（＝） ５×（４－刀を計算する
《）歪含む正の砿と父の敏のBｆ
戸ができる

１（１）

ウ
｡ ｡ 37.９ 1．１

１（３）
四HUBf寡のうち．竺蚊②唾四で函じ亡いない

叶拝を亜二
蚊｡､鎮合と四則肘再の可蛇住'二つ
いて麺瀕している

１（１）

ア
。 ｡ ７６oｚ ０．４

１（４）
工哀のgo如壷基牢にして．五京とカイロの町
垂を=す

正の敏上負の敏企な嘩壱．実生＝
の廻国に油ぴ付けてｍｎＢしていろ

１（１）
ア．エ

。 ｡ 65.6 ５．１

２（１） 2(配＋Dy)－５(麩＋３y）缶叶寡する 整式の、絵上演隼の計算ができる
之（１）
ア

● 。 Ｂ２．１ 色．ａ

ヱ（Ｚ）
魅｡，横凸の長方形において．２(■＋ｂ）が垂寸

五壱廻巧；

与えられた文字並の忘嘩を．只体
的な事毎の中で睦呂ﾄ取ることがで
さる

１（２）
エ

● ● ６７．９ ０．４

２（３）
８０ｍの江さがDIBの針金の１ｍのエさを．口．凸
を囲い走或で狂寸

蛍旦の閃慨や遇IIIlなど壱文字式君
壷寸ニヒができる

色（１）
イ

。 ｡ ３３．７ ２７．ｓ

Ｚ（４）
牢式＝＋コツ＝Ｂ壱Ｊ’’二ついて解く唾'二用い
ｓれている守工の怯瓦窪迅ぶ

守或空ある文字I＝ついて籾<陣に

用いられている導式の憧戊を、解
している

Ｚ（１）
ウ

。 ｡ ７G．６ ０．s

ａ（１） ユェ＋７－９亡解く
悶早な一元一次方砠ｍｅを親くこと
ができる

１（３）
ウ

● ● ７８．４ ｅ、２

ａ《二） と＋ツー６の碗となる二・ｙの位の四壱趣毎
＝元－次方租鹿の餌の工唾を理解
している

ユ（２）

ア
● ● 7ｓ.２ 1．３

①（ａ） 曲旦の回毎審、豆＝墨一次方姐式で表す
具体的な卒匁における蚊■の函侭
を捉え．仰古＝兄一次力租式壷つ
くる=とがで白ろ

２（２）

ウ
● ● Ｂａ。】 ３．，

４（１） 母方、の２値の鉱夫回空かく
与えられ泥四”の鐘大国壷かく=
とがで白る

ＪＩｂＢ

(1)ァ
● ● ８８．６ 1.7

４《＝）
角の=毎分岨の作四の柤拠となる対称＃図形
を廸挙

角の＝等分担の作図の方箪を．図
形の対称1重に表日して且直す＝と
がで*ろ

１（１）
ア

｡ ◎ ４９．６ ＬＯ

４（ａ）

△ABCを．虹Ｃ壱四■呈毎中心としてDP針回りに
亜匡＝動してみｎF､にぴったり正ねたと＝･回
転角の大きさ杏求めろ

回唾杉助の丘嘩虐迅熊している
１（１）
イ

。 ● ５７．］ ３．４

巴（１）
立体の四壱台オ争西dQI三ついて．正しい妃遥を
五二s

空､H1ニおける二匹唖のf、缶､､屋空
四月写している

１（２）
ア

。 ● ５７．５ 8．１

Ｓ（２）
与えられた亘、、命ら．その立体の盆毎回を
麺巧：

見取図．拉出回から函、図画窪唾
み■Rることがで宮ろ

Ｔ（２

イ
｡ ｡

、

Ｂ5.ユ ＯＯＧ

巳（３） 唾と円柱の体租を凶?画し、正しいもの窪麺辱
球の体１月程．、がぴったり入る円

柱の体頓とp､出征から、解してい
ろ

１（２

ウ
｡ 。 ４７．５ ０．s

巳（１）
平行知の｢田の三角形'二ついて．その内角エ．〃
⑫鞄の⑭空亜ぷ

１輯の平行鯉!＝匝哩も《実わってで

宙ろ角の性欠を■脾していろ
２（１
ア

｡ ● ７９．３ 1．０

巳（２）
五角形のある、風I=おける外角の大きさを戒
ぬる

多角形の外幻の江唾窪、解してい
ろ

＆（１
イ

● ● 55.9 ５．Ｂ

Ｔ（１）
睡明で用いられている三角形の合同“件窪、
ぶ

睡明竃曄aい、柧禺として、いられ
ている三角形の合同黛件を皿解し
ていろ

己（２）
ア

● ● ７９．７ ０．７

Ｔ（二）
長方形の対角配の憂さが守Ｌい=と窪．記号
壱用いて痙寸

回”の往宜や圦件壱．配牙壱用い
て題す=とができる

三（２）

イ･ウ
● ● ６②．３ 1コ．?

Ｔ（③）

与えら｣L進方垂で作図右、走囚角忠が．．いつ

でも平行Ｆ、甲I＝なることの刺【聖となる事柄
を＝猩二

平1守函ｍＰｄｌ－塗るための公件壱四
解している

Ｚ（２）

ウ
。 ｡ ４８･a 1.1

曰
睡四で、いられている回が寿蟻対ａの図形の
代奴である二と'二ついての正しい厘述を遜与

正明の必璽性と五唾壱四､■してい
ろ

三（２）
イ。ウ

● ● ６句･丁 1．０

● ｙが＝の四ｍである平傘を皿占： 四敏の産睡壱四碗している
１（１）

ア
● ● 1辿言9， 1．５

１．（１） 座祖平ＦＴト句釦の空匁を求める
座、平面上り＝ある点の位■空．己
つの政の函で伍すことがでさる

１(1)

ウ
。 ｡ ７９．４ 4．Ｚ

１．（三） 比頃志■b都ａである比例の工窪皿ぶ
比例疋欧が口である比1列の式はjＪ
豆｡ｒで伍される二と壷、解して
Ｌ、ろ

１（１）
エ

。 ｡ ６５．４ lｐ３

１．（ロ》 比四の包からグラフを■ぶ
比網の奴とグラフのＢｑｅＥ壱四餌し
ていろ

１（１）
エ

● ● 厚二一コ X、５

１０（４） 反比､Ｕ・ｊＰ－Ｂなのゲラつ症完成する
Ｅ比例の式から．グラつ壱かくこ
とができろ

１（１）
エ

● ● Tn.5 ６．５

１１（１）
－次団政シーーー１０＝ついて．ェの■が。□、
ときの〃の色壱京ぬる

－塑回■２ｄＢTPO￣ついて．汚の囮I＝

封応するシの位匡求めることが
で古ろ

二（１）

イ
● 。 G２－Ｅ ８ｏｚ

１１（＝》 －空回■c句空から室生の御台を可とめる
一次囚敏のａから．庄化の酎合壱
求めろ=とがで古心

三（１）

イ
● ｡ 4３．３ 2３．０

１倉 一次閥敏の平匁壱式で困寸
只体的な亭包からｊエとｙｄＤ函

侭をソロ｡ｒ＋６の莚で伍すことが
で＊二

Ｚ（１）
ア

● ● ５５｡Ⅱ １丁.曰

１③ 二元一次方租或ｙ－３のグラフ密逝ろ：
＝元一次方租式のグラフのＯＱ歓窪
皿､写していろ

ユ（１）
ウ

● ｡ ６Ｕ･日 1．Ｕ

１▲（１）

竺憧35人がハンドボール投げＥ行い．座、の
平酋(矼が21ｍ超ったことについて．必ずいえ

ろ”義委迦ぶ

平鈎匝の之唾窪垣碗していろ
１（１）

ア
｡ ● 7８．０ ⅡoＢ

１４《＝）
⑥月の曰＝との里＝■里の分布香伍したヒス
トグＳ▲から．癸冬亜璽ａｎ扣対広蛍窪求めろ

ヒストグラムから扣鈍垣曲空求め
ること力《で□ろ

１（１）
ア

。
． 。 ３３．７ Z４．５

１巳（１）

１枚の辺文を多亟面！■げたとｅの唾が出る招
堂度■２℃虫上の梅子'二ついて．正しい醇述差
月巴凸艮

敏牢の＝嘩企mnBしている
Ｚ（１）
ア

● ● ３３．６ ａ.巳

１巳《宝》
大小三つのざＬ､ころ題面町0＝敏Ｉｆるとき．山
ろ目がロカとも１になる、牢窪求める

頭早な四台について、牢Ｅ求めろ
こ上ができる

宝（１）
ア

● ● 5４．７ 1２．６



【中学校数学Ｂ】設問別集計結果

取色を堂宇的に解困Ｌ･岡皿解決

の方凄を曲宇的'二皿明するニヒが

できる

事象を囲凪化ロ皿俔化して甲柄
忠政学的'二他の事象との囲
例を考える二とが西きる

－２２－

I､問番号 股間の擾要 出皿の趣甘

学１数
と
式

1拍噂！図
膨

1個のＩ凹
飲

I域資
料
の
活
用

呼値（蚊
学
へ
の
凹
心
・
意
欲
・
態
匹

数
学
的
な
見
方
や
考
え
方

)観点政
学
的
な
技
鰯

敗
丘
や
図
■
な
ど
に
つ
い
て
の
知
胸
・
理
解

選
択
式

短
谷
式

妃
述
式

正
答
率
（
賭
》

編
解
答
率
（
船
）

１（１）
15逮の優子さんの安肘時心拍故が80のとぎの
目Mn心拍政を求める

与えられた情報を甘塾で覆された
式に基づいて処理することができ
ろ

２（１）

イ.エ
。 ｡ 54.7 6.9

1（２）

45段の匠子さんのお父さんとお母さんの安冊
時心拍数の差が100､ときの,二人の目標心拍
政の楚を求める

甘葉で表された式の蚊学的なＥ唾
を考え．事泣を式の広味に印して
解駅することができる

２(1)
イ.エ

。 ｡ 32.9 ２１．６

１（３）

安肺時心拍数が年齢によらず-定であるとす
ると吉の目楓心拍政の変わり方を週ぴ,その
理由を脱明する

事象書式の愈味に印して解釈し，
その伯果を政学的な衷現を用いて
脱明することができる

２（１）
イ｡エ

。 。 24.7 ４．４

２（１）

２１ﾅたの自然数と，その数の十の位の数と-
の位の故を入れかえた故の鉦が０の倍故にな
ろ脱明を完成する

事柄が成り立つ皿由を，示された
方針に基づいて幽明することがで
きる

２(1)

イ`ウ
◎ 。 38.4 22.5

２（２）

２１ﾅたの自然政と．その敏の＋の位の蚊と－
の位の故を入れかえた蚊との和について予週
した事柄を裏現する

発展的に行え．予迅した事柄を醜
明することができる

２(1)

イ.ウ
０ ｡ 39.3 34.0

３（１）
水を賎し始めてから10分間で上がった温度を
求める

与えられた表から伯粗を適切に週
祝し’処理することができる

２（１）

イ．エ
｡ 。 73.1 4.3

３（２）

与えられた哀やグラフを用いて．水田が80℃
になるまでにかかる時間を求める方崖を脱明
する

事象を政学的に解釈し、悶皿解決
の方浅を蚊学的に､t明することが
できる

２(1)
イロエ

。 ０ 32.5 33.3

３（３）
水を銘した時間と水、と同じよう仁零えて京
められる事象を週ぶ

事象を理想化ｏ単純化して．卒柄
を数学的に捉え，他の事象との閥
係を考えることができる～

２（１）
イ０エ

◎ 。 27.5 1.9

４（１）
２つの辺の長さが等しいことを．三角形の合
同を利用して匠明する

方針に茜づいて胚明することがで
きる

２(2)
ア0イ

０ 。 3３．１ ２２．７

４（２）

２つの辺の長さが等しいことを圧明する鴎
に．根拠として用いる平行四辺形になるため
の条件を辺ぶ

圧明の方針を立てることができる
２(2)

ア.イ
。 。 57.6 1.9

５（１）
横の長さが与えられた長方形が含まれる階級
をぢく

資料から必要な伯Ｇ８を適切に陵み
取ることができる

１（１）
イ

｡ ◎ 69.7 Ｕ､７

５（２）

まとめⅢしたヒス,トグラムのGQ数を基に．学
級の生徒が典しいと思う長方形について新た
にわかることを脱明する

資料のIu向を的碗に捉え．申柄の
特徴を政qE的に限明することがで
きる

１（１）
イ

０ 。 25.5 42.1

Ｂ（３）
図２のヒストグラムで丑も度散の大きい階級
に含まれることになるも0,を週ぷ

事象を数学的'二解釈することがで
きる

１（１）
イ

。 ◎ 33.4 2･I

６（１）
1m'二５個ずつ碁石を並べて正三角形の形を
つくったときの，碁石全IHIの四敗を求める

問題期因におIﾅるち察の対泣を明
碗に捉えることができる

１（２）
ア

。 ｡ ５３．４ 6.9

６（２）
碁石全部の但敗を求める式３仇－１）に対応す

る囲み方を皿ぷ

故学的な帖具を事象に印して解釈
することができる

１（２）
ア

。 。 57.5、 2.1

６（３）
狂石全部の囲敗を．３伽-2)＋３という式で求

めることができる理由を脱明する

卒匁と式の対座を的硲に捉え，事
萌が成り立つ因由を醜明すること
ができる

１（２）
ア

。 。 25ｳﾞ３ ４２２



Ｏ過去の調査との同一問題の正答率の比較

Ｏ小学校調査においては，過去の調査との同一問題１１問（国語７，算数４）のうち，

過去の正答率と比べて４問は今回の方が高く，６問は大きな差がなく，１問は低くな

っている。

Ｏ中学校調査においては，過去の調査との同一問題７問（国語４，数学３）のうち，

過去の正答率と比べて３問は今回の方が高く，４問は大きな差がなくなっている。

※過去の鯛査とは，昭和３１～４１年度の全国学力鯛査，昭和５６～58,平成５～７，１３，１５年度の教育牒程実施状況鯛査，平成
１６年度の特定の謀題に関する調査，平成19～22,24年度の全国学力・学習状況調査及びTIMSS（国際数学･理科教育動向鯛査）
を指す。複数回にわたり実施されている場合は，実施年度，対象学年，実施時期が本綱査に最も近いものと比較している。
なお，各調査の対象学年や実施時期，問題の全体構成等が異なるため，単純な比較ができないことに留意する必要がある。

Ｏ過去の調査問題と同一問題の正答率
玉'百

４７．１ｏｏ

５３７Ｄｏ

正答率

２４３－６５を計する８８３ｏ

：３．８，□

８９６ＤＣ

■■ ’五l評

正答率

８７．７ＣＤ書く（87.7.･

漢字を読む

６３０ＣＤ

B５１ｏＤ

正答率

６７９ＣＤ

９３◎

※各鯛査の対象学年や実施時期，問題の全体構成等が異なるため，単純な比較ができないことに留意する必要がある。

－２３－

(小学校国語）

(小学校賀数）

(中学校属1藷）

(中学校教学）

過去の調査と比べて３

ポイント以上商い問題

の数

過去の正答率の前後３

ポイント未満の範囲に

ある問題の数

過去の調査と比ぺて３

ポイント以上低い問題

の数

合計

小学校調査 ４問 ６問 1問 １１問

中学校調査 ３問 ４問 ０問 7問

問題の内容 正答率 過去の調査の正答率（実施年度・対象学年）

漢字を読む（券） 98.9％ 97.6％（平成13年度・小５）
ノノ 〈子孫） 79.4％ 7４ 0％（平成16年度・小５）42.8％（平成16年度・小４）
ノリ 〈採集） 65.0％ 8０ 1％（平成２１年度・ﾉj、６）７Ｌ1％（平成16年度・小５）

漢字を書く（焼く） ７２．６％

０
２
７
６ 9％（平成１９年度・小６）33.8％（昭和39年度・小６）

6％（平成１６年度・小５）

ノノ （停車） 47.1％ 3４ 9％（昭和39年度・小６）

（設ける）ﾉノ 53.7％ 3４ 3％（平成１６年度・小６）

接続語を使って１文を２文に

分けて書く
23.6％ 15.0％（平成２１年度・小６）

問題の内容 正答率 過去の調査の正答率（実施年度・対象学年）

243-65を計算する 88.3％ 87.0％（平成22年度・小６）

9.3×0.8を計算する 83.8％
84.8％（平成19年度・小６）７９．３％（平成15年度・小５）
78-7％（平成１３年度.､小５）

６÷５を計算する 8884％ 86.2％（平成22年度・小６）

号ｘ４を計算する 89.6％ 91.6％（平成16年度・小６）

問題の内容 正答率 過去の調査の正答率（実施年度・対象学年）

漢字を書く（希望） 87.7％ 86.1％（平成１６年度・中３）

漢字を読む（異論） 93.4％ 78.7％（平成13年度・中１）

適切な語句を選択する（友達
に将来の抱負を話す）

63.0％ 53.3％（平成13年度・中２）

適切な語句を選択する（直前
になって，二の足を踏む）

85.1％ 83.8％（平成13年度・中３）

問題の内容 正答率 過去の調査の正答率（実施年度・対象学年）

縦α，横６の長方形において，
２(α＋6)が表す量を選ぶ

67.9％ 63.19％（平成１９年度・中３）

平行線の間の三角形について，
内角⑰ ‘の和の値を選ぶ

79.3％ 77.9％（TIMSS2007・中２） ●

一次関数の事象を式で表す 55.1％ 56.4％（平成２１年度・中３）



３．質問紙調査 ●

鐵鱒識………………………………………………………………………………………･……………………………．.､鞠
；【小学校】
ｉＯ国語の勉強は好きと回答している児童の割合は,２４年度と比べ低くなっている。
!○国語の授業の内容はよく分かると回答している児童の割合は,２４年度と比べやや低くなってい：
；る。
;○以下と回答している児童の割合は，２４年度と比べ大きな変化は見られない。
１．国語の勉強は大切だと思う

ｉ・国語の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと思う

！【中学校】
!○国語の授業の内容はよく分かると回答している生徒の割合に,調査開始年度以降,増加傾向がうｉ
１かがえる。
１０以下と回答している生徒の割合は，２４年度と比べ大きな変化は見られない。

ｉ･国語の勉強は好き
§・国語の勉強は大切だと思う

§・国語の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと思う‘
丸０℃｡●･･･。･･･0.･･････０００･･･．･･･.･･･.･･･.･･･.･･･.･･･････､･･･00･･･････｡･･････､･･･●｡O・・・OOOOOO●･OOO0OOoOo･･･00･･････｡・・０，００.●･ooOoOOO。．････●OOoOoO０．．００００００･･･●｡●･･････O･･.･･0･･･････。●●.･･･00●･oOOoooo0・DOoOOOoDO.●･･･。･･･｡･･･．．．｡.．．.｡．．････････￣００Ｊ

|鰯当てはまる脈－－－－．－~…鬮芭君giij(EU1覺丘r雪そほ藷……ｍ…どぢE;)(jＨ１夏i玉~酩惹彦云Uirl
1圏当てはまらない園その他□無回答3－－－－－－－－￣一二三＿ニーーーーーーーーーーーー－－－－＝－－－－－－－－－二－１

＜児童生徒質問紙＞

○国語の勉強は好きですか

【小学校】 【中学校】

-２４－

学習に対する関１１１A・意欲・態度



＜児童生徒質問紙＞

○国語の勉強は大切だと思いますか

【小学校】 【中学校】

へ－－

＜児童生徒質問紙＞

○国語の授業の内容はよく分かりますか

【小学校】 【中学校】

＜児憲生待質問紙＞

○国語の授業で学習したことは．将来，社会に出たときに役に立つと思いますか
【小学校】【中学校】

巳

－２５－
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／（無解答の理由） ｉ
；【小学校】
i○国語Bの回三の記述式の問題について無解答だった児童が解答しなかった理由
；・解答しようと努力したが，問題が難しくて解答できなかった約７９％
１.解答を文章で書く問題だったので，解答しようと思わなかった約７％
；・他の問題に解答していたら。この問題に解答する時間が足りなくなった約１３％
;○問題が難しくて解答できなかったと回答している児童のうち，何を取り上げて書いたらよいのか；
ｉ分からなかったと回答している児童が約４２%,問題文の意味が分からなかったと回答している！
；児童が約３１％。

；【中学校】

;○国語Bの回三の記述式の問題について無解答だった生徒が解答しなかった理由
；・解答しようと努力したが,問題が難しくて解答できなかった約5ｓ％
ｉ･解答を文章で書く問題だったので，解答しようと思わなかった約２７％
；・他の問題に解答していたら，この問題に解答する時間が足りなくなった約１９％
iｏ問題が難しくて解答できなかったと回答している生徒のうち,二つの漢字の共通点や相違点など；
；漢字の特徴は分かったが6注意点やコツについての考えがまとまらなかったと回答している生徒：
；が約Ｓ4％，問題文の意味が分からなかったと回答している生徒が約Ｓ３％。
､匂．....品.Ｉ鰐.:局::孟鰡3....1望竺二二二票罵:!x､釘.蔦..扇｡:爲鴉..､話A患涼黒罵L蔦.愚X・典馬荒馬MW:黒`H民魚冒::扁肘【::……..…......…......…..…......､我
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＜児童生徒質間紙＞

○=蝦菫忌雫驍.(中)国語Bの回三の問題に解答しようとしたとき･あなたはどのように
【小学校】【中学校】

(母数:解答しようと努力したが,難しくて解答できなかったと回答した児童生徒）
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《算数・数学》

；iini(難i………………………………………………………………………………………………………………
i0以下と回答している児童の割合は,２４年度と比べ大きな変化は見られない。
ｉ・算数の勉強は好き

；・算数の勉強は大切だと思う
ｉ・算数の授業の内容はよく分かる

ｉ・算数の授業で学習したことは.将来,社会に出たときに役に立つと思う

;【中学校】
;○以下と回答している生徒の割合は，２４年度と比べやや高くなっている。

；・数学の勉強は好き
ｉ・数学の授業の内容はよく分かる

'○以下と回答している生徒の割合は,２４年度と比べ大きな変化は見られない。
許・数学の勉強は大切だと思う

（・数学の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと思う
し妬････.....･･･……..･･･.…....……….･･･……････…･….．･･･,…｡…･…｡..｡..……………..…...｡....｡....｡...….｡....…........…..,..….…….……....…................､ﾁﾞダ

Ｐ‐･■－＝-ご・・－－■－．－－℃■■･■－０■－－－■･■･●－－●－Ｐ－Ｃ－◆●･●□■－－つ的●￣･●□■￣●－０－■￣●￣■－－－マーローqbP-o－つ－－●￣幻｡￣ひb●￣●勺－－●記･←●－－－－－－Ｃ－－－－－ｃ･￣■－つ－－．－●?●屯･ＣＣＣ●－－⑫●･●■●￣･●￣マーー｡￣ｏ－ｃ－－－●￣●ムーーーーー●￣ｑｃ￣･●￣￣●－つ￣￣￣￣●･￣白一一一一一一一一一一●－－－－－再

|露当てはまる 園どちらかといえば､当てはまるⅢどちらかといえば,当てはまらない｜
|函当てはまらない国その他 □無回答
１＝＝＿－－＝＝＝＝＝＝－－－---＝－－－－＝－－＝＝－－－－＝＝＿ﾆｰｰｰﾆｰｰ－－…＿～－－＝＝－－－－－－－－－；

＜児童生徒質問紙＞・

○算数・数学の勉強は好きですか

【小学校】 【中学校】

-２８－



＜児童牛捧質問紙＞

○算数・数学の勉強は大切だと思いますか

【小学校】 【中学校】

＜児童生徒質間紙＞

○算数・数学の授業の内容はよく分かりますか

【小学校】 【中学校】

＜児寅牛拝賀間紙＞

○算数・数学の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと思いますか

【小学校】【中学校】

、

－２９－



籔繊=lfj蓬{ffi…………………………………………………………………………………………、
ｉ【小学校】

１０算数B咽(1)の問題について無解答だった児童が解答しなかった理由
’・解答しようと努力したが,問題が難しくて解答できなかった約７３％
｜・書く分量が多い問題だったので,解答しようと思わなかった約１１％
｜･他の問題に解答していたら，この問題に解答する時間が足りなくなった約１４％
！○問題が難しくて解答できなかったと回答している児童のうち,問題文の意味が分からなかったと
ｉ回答している児童が約３９％，約,可倍になるかを求める方法が分からなかっだと回答している児
８．

；童が約３３％。

【中学校】

○数学Bの四(1)の問題について無解答だった生徒が解答しなかった理由
・解答しようと努力したが，問題が難しくて解答できなかった約６６％

・書く分臺が多い問題だったので，解答しようと思わなかった約２５％
．８

・他の問題に解答していたら，この問題に解答する時間が足りなくなった約７％
○問題が難しくて解答できなかったと回答している生徒のうち，問題文の意味が分からなかったと；

回答している生徒が約５１％，どの条件を使えばよいか分からなかったと回答している生徒が約；

鼠･鶏顯鷺……………………………………………………………………………………………………………….（
中学校数学Ｂｌ４１（１）j、学校算数Ｂｌ４１（１）
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＜児童生徒質問紙＞

○(小)算数Bの回
（新規）

【小学校】

(1).(中)数学Bの四(1)の問題について解答しなかった理由は何ですか
●●

【中学校】

(母数:無解答の児童生徒）
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【小学校】

鰯問題文の意味が分からなかったので,何も書かなかった
鬮約何倍になるかを求める方法が分からなかったので,何も書かなかった

Ⅲ耀碁溌毫求める方法は分かつ庭がとのよう'こ書い庭らよいが考えが護と譲らなかったので・
愚考えはまとまったが,解答に自信がなかったので,何も書かなかった
国その他□無回答

【中学校】

需藤鬘鰯蕊鍵灘鰯票繍轤麟鳥=
えがまとまらなかったので，何も書かなかった

雷臺調讓と讓吉墓回髻答に富信がなかつ…何も勤なかった
■●■＝△－。■■Ｕ■①■－■■①■巾一■－●－■－－◆｡←ＣｃＣｏ－－－Ｃ■■､△￣●－ローーーー■｡●■－●－１－F●－－●q●･●●●－－●■Ｃ￣●■◆－凸一一●○－－－－+●｡■◇－－－△の￣▲－－－▲￣ｏ－Ｃ－－●￣●のＣ－Ｇ●－－－●▲ｃ－Ｓ－￣￣■■■b●■■●●●Ｃ－－－ｓ－Ｃ◆-●－Ｃｏ－－－－￣－－●￣い●￣￣■●－１■■●－，－■■－－－■●ppl■■￣■ウーー●￣で●｡■－－

＜児童生徒質問紙＞

○(小)算数Bの回(1)．(中)数学Bの回(1)の問題に解答しようとしたとき,あなたはどの
ように者えましたか（新規）

【小学校】【中学校】

(母数:解答しようと努力したが,難しくて解答できなかったと回答した児童生徒）

《全般》

‘..･･･････.....．.…･…｡…….．....････….……････........････…．.…･…････..･･･．.…．．．…････…．...･･･...･･･…．･･･････.....….。..､０．．．．．．．．．．゜｡･･.･･･..．････…...･･.．..･･.....．････…････。...．･･･・拠
江小学校】 Ｚ

ｊｏ授業の中で分からないことがあったとき｡友達に尋ねることが多いと回答している児童は繊
３２％，先生に尋ねることが多いと回答している児童は約２６％,家の人に尋ねることが多いと回；
ましている児童は約２４％，自分で調べることが多いと回答している児童は約１２％，そのまま！￣･

にしておくことが多いと回答しているjEB童は約５％。

－３１－
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25年度 鰹鎚釧mmm鎚公延原塵４
0Ｍ１０１Ｉ２０ｎＩ３０Ｈ４脇５０％６０％７０NB０ＭＢＯＨ１００１Ｉ
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’．...,....…....…..........….．.…...…..................….…..….......…..….....….......…......….....…………．..….．..．...●.．●..…．.●.．．……..….……●…..･･･…......……....､樋
ノ【小学校】【中学校】！
！○授業などで，自分の害えを他の人に説明したり，文章に書いたりすることは難しいと思うと回答！

｜している児童生徒の割合は,２４年度と比べやや低くなっている。
；○授業では,児童生徒の間で話し合う活動をよく行っていると思うと回答している児童生徒の割合！
；に，調査開始年度以降，増加傾向がうかがえる。
’○国語の指導として,書く習慣を付ける授業を行った学校の割合'こ'調査開始年度以降,小学校･ト
ミ中学校ともに増加傾向がうかがえる。．.....．●．…．．．．．．．……．…．．．●．.．…….．.．●.．．．．.…．．…．．．..●...．．●●．........●．..．.．．．.……●…●..．．.●･…･･..….…..............……......…..….............….….…........................‘

「露~霊C;UEi謡r￣繭をぢちがZUI認蕊UU1Eiiii三…ｍ芒這gfiTEUT毫愚-露Ⅱ鴎茄UT-I
〔薑麹１１雲iiiillili蟇f蕊翌璽l雪三二PI壼堅'三夏璽三通TLTr
＜児童生徒質問紙＞

○学校の授業などで，自分の考えを他の人に説明したり，文章に雪いたりすることは難しいと思い

ますか′

【小学校】【中学校】

『￣…－－．－－．－－…－．－－－…－．－－－…･`･■…￣･･~￣~－－…..－.一･･･~･･－－－－．．－゜..…－－~･~－．．－－－－….･･･､－．－－－－．．．－~･･.■－．－．－－．．．－~￣嗽.･･0-...-...-~･~.．■一・・...~･－－－．－．．－．－．－･~..~･･･１

１鰯当て'獅圏どちらかといえば当て'椛Ⅲどちらかといえば閨て'郷ない｜|函当てはまらない園その他 □無回答

く児童生徒質問紙＞

○普段の授業では，学級の友達との間・生徒の間で話し合う活動をよく行っていると思いますか

【小学校】【中学校】

－３２－



P￣…~････.･･･.｡.･･･.~･~.~.｡~.｡.････…￣~･･･,｡.･･･-..-.....~.･･･.~,｡￣…….｡.･･･.~｡｡－.~.｡.｡….｡.~…．｡.････~.…－．．．－~,｡.｡…~…･･.…｡.･･･.~･~.･･･-...-...-..･････￣･･~－－~~･･･~．..｡.=｡.｡.~････~.￣~.･･･-....-.~.~･~.｡.･･･■････.･･･.~｡｡~一･･.~,｡~.･･-...-･色.~･~.･･･~････￣~-.....．`1

1露iよく行った 園どちらかといえば,行った Ⅲあまり行っていない｜,園全く行っていない □その他,無回答
１－－－－－－－－－－－－－－－－＝一一一一一一＝一一一一-－－－－－－－－－－～＿｜

＜学校質問紙＞

○調査対象学年の児童生徒に対する国語の指導として，前年度までに;書く習慣を付ける授業を行

いましたか

【小学校】【中学校】

β･･.....….....….…….............….…..…...……...….…......……….….…….………..........……….………….….....…................…..…..….......….......・・電
；【小学校】 ｉ

ｉｏ授業研究を伴う校内研修を前年度｡７回以上実施した学校の割合は｡２４年度と比べやや高くな；
！っている。 ．；

ｉ【中学校】

:○授業研究を伴う校内研修を前年度７回以上実施した学校の割合は｡別年度と比べ大きな変化ｉ
ｉは見られない。
ｈ､､....…..…...…...….....................………..…...……......…....…….….……..…..…...…...…................….…....……..….…..............．…..…...････§

|鰯年間１５回以上鬮年間１３回から１４回、年間１１回から１２回
一一一一一一一一一一…－－－－－－…－－－－－－－－－－－－~~－－－－－－－－－－１

(薑霜:露塞．､鬮繼_鍵畷皇LEI螂礫」
○授業研究を伴う校内研修を前年度に何回実施しましたか

【小学校】【中学校】
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１
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21年度

22年度
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呪１呪２０１６３０：蛾５０％６０％耐酸９０％100％鰯１０Ｈ２０帖３筋４筋５０＄６０＄７，ト８０Zg０Ｚ１００Ｂ

-３３－



騨どど:Ｈｆ空…?Ｗ:.:..:..:当r二．::::.､堅.､二Ｗ､;聖.と.;竺些ﾂﾋﾟ､笘.１.習笘.Wr笘駕.:…堅;..f､当;皆当迂W蟹..…..….…………...……..、
／Ｏ授業で，はじめに授業の目標が示されていると思うと回答している児童生徒’

・小学校棚８３％・中学校:約６８％’
○授業の冒頭で目標を児童生徒に示す活動を計画的に取り入れた学校

・小学校:約96％・中学校:約92％’
○授業で，最後に学習内容を振り返る活動をよく行っていると思うと回答している児童生徒１

．小学校:約77％・中学校:約51％！
○授業の最後に学習したことを振り返る活動を計画的に取り入れた学校

鼈………….………………………………..………………(…………:!)瓢..i撫凝….:蟷鷺.;ji1lL§灘‘

｢霞蕊臺Ｚｉ薑Z菫iiiiii亘蚕ii:iifii雪ii二普憲璽壷i三三iiii雪iiiiilI］｜圏当てはまらない画その他□無回答
く児童生徒質問紙＞

○晋段の授業では，はじめに授業の目標（めあて・ねらい）が示されていると思いますか（新規）

【小学校】 【中学校】

Ｐ

＜児童牛徒質問紙＞

○普段の授業では，

【小学校】

最後に学習内容を振り返る活動をよく行っていると思いますか（新規）

【中学校】

＜学校質問紙＞

○調査対象学年の児童生徒に対して，前年度までに，授業の最後に学習したことを振り返る活動を

計画的に取り入れましたか（新規）

【小学校】【中学校】

’

－３４－

25年度 蝿繊;遜麹繊鍵趣灘逃避
０％１０％２０N３０Ｗ４０iＩ５ｍｌ５０Ｂ７０iI8DZＤＯ１Ｉ１００Ｈ
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0M１呪２０％３０M401650%５呪フ咄８０W９０％100W
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０２
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踵
§..･･･.｡･･･････.…･･･…･･････｡････…。.｡･･･.．･･･…．｡….…...●･･･………．．･･･….o････0･●．。．…･….･･･…･･･…．･･･,．００．．゜●．.●.･･･.●．O･･･….．…。｡．●．…●｡●０.…｡｡…..●.･･･.…･●..●●｡…●..●..●.･･･.･･･…｡｡．.｡､梵
ｊ【小学校】

：○家で，学校の授業の復習をしていると回答している児童の割合に，調査開始年度以降ｂ増加傾向ｉ

ｉがうかがえる。

！○学校の授業時間以外に，普段（月～金曜曰)，１曰当たり１時間以上勉強をすると回答している！
；児童の割合は，２４年度と比べやや高くなっている。

●

【中学校】

○家で，学校の授業の復習をしていると回答している生徒の割合に，調査開始年度以降，増加傾向；

がうかがえる。

ｏ学校の授業時間以外に,晉段(目~金曜曰)，’日当たり1時間以上勉強をすると回答している；
，生徒の割合に，調査開始年度以降，若干の増加傾向がうかがえる。

．......,...…….…....……...……….……….…………….…...…........…..…..….………….……..…………….....…..….…....…….……...…….......…..…...｡...‘

「繭じそUi葛…－－…￣…薗ど龍ijiH1筧蔵…じそUT葛－－in｢濃iJ庇61蔵ｒ－Ｉ
Ｉ圏全くしていない 国その他□無回答

＜児童生徒質問紙＞

○家で，学校の授業の復習をしていますか

【小学校】【中学校】

_◆－－－｡■●－－－－－－●－－●－－－U●●■－●－－ｐ－－－Ｃ－－－●－－●４－－－■－－｡■－■－－－－●－－ｑＣ－－●－－－■－■－－－「■－－●.⑤.■－－－－－ｓ－Ｇ－Ｃ－－－－－■●－－－－－－■－－－－－－－●一一一一.■－－■－●－－－－一－－－－｡■■■－－－－●￣￣￣￣■－－－－－－－－●￣‐＝－－●－－－－－－－

|鰯ｓ時間以上 圏２時間以上,３時間より少ないⅢ１時間以上,２時間より少ない｜

|圏so分以上,１時間より少ない国３０分より少ない園全くしない
,国その他□無回答
Ｌ－－Ｃ－－－－Ｃ－－◇－－－－●－－一・一一口■一･－’－－－－－．－－●－．－－－●－．…‐●－－－－－ｃ－－－Ｏ－Ｃ◆･◇･･･一一・・一一｡－．．－－－－－･‐●､●一・.。､－－－－－－－－－－－･－.－－－－．－－c－－－－－－－－－．－－－●一・－－の－－－●･←｡｡●－勺‐￣●･･一｡－－･･･－．－~－－つ￣￣■－－･ロー－c･――●－－●■

＜児童生徒質問紙＞

○学校の授業時間以外に，琶段（目～金曜日)，１曰当たりどれくらいの時間，勉強をしますか（学
習塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間も含む）

【小学校】【中学校】

度
慶
度
皮
度
度

年
年
年
年
年
年

８
０
１
２
４
５

１
２
２
２
２
２

19年度

２０年度

21年度

22年度

24年度

25年度

､ト１，６２脇３０％㈹Ｈ５０Ｍ６０Ｈ７脳一BDH90NI100Z鰯１０％２０％308４０Ｕ５０％６，１７０％BOI6DOH100H

－３５－



獄ごiii(難i…【革菫濃ii……………………………………………………………………………………….、
;○国語の指導として｡家庭学習の課題を与えた学校の割合に｡調査開始年度以降小学校では若干｜
；の増加傾向，中学校では増加傾向がうかがえる。

;○算数･数学の指導として,家庭学習の課題を与えた学校の割合に｡調査開始年度以降｡若干の増｜
；加傾向がうかがえる。ｊ
も､．.....…….………........……..…….......…….…..……...…………..….…..…….….....……….….….…..……….…..……...……....………..….…………..….......………….-......戯

＜学校質問紙＞

○調査対象学年の児童生徒に対する国語の指導として，前年度までに，家庭学習の課題（宿題）を

与えましたか

【小学校】【中学校】

＜学校質問紙＞

○調査対象学年の児童生徒に対する算数・数学の指導として，前年度までに．家庭学習の課題（宿

題）を与えましたか

【小学校】【中学校】

､－３６－



＜児章牛徒質問紙＞

○友達の前で自分の考えや意見を発表することは得意ですか（新規）

【小学校】【中学校】

＜児童生徒質問紙＞

○自分の行動や発言に自信を持っていますか（新規）

【小学校】【中学校】

＜児童生徒質間紙＞

○友達に伝えたいことをうまく伝えることができますか（新規）

【小学校】【中学校］

＜児童牛徒質間紙＞ 、

○友達と話し合うとき，友達の話や意見を最後まで聞くことができていますか（新規）

【小学校】【中学校】

ノ

－３７－

25年度 鯉鰹蕊ii鐘釧皿、ｋ蝋
OB１筋２０Ｈ３０Ｋ４０Ｈ５０％６０N７０％８０Ｋ9051008

…幽蝿鍵些鍵勤Ⅲ雌Ⅲ胆幽
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25年度 陸鑓鎚j鍵麹lmlll塵仙幽
m１０Ｚ２０%３０１１４０M５０％６０１１７脚8016ＢＯＩ（100％

25年度 騨醗鍵塾:麹劉'1111劃、図
0；’101620％３０Ｈ４，１５０６６０％フ0％B0M80M100H

…I震1選i1i雪i篝i篝i雲iii雪'1叫證Ｊｌ１ｌ黒、
25年度 鬮霞麹錘鍵;:塗鍵鍵釧劉止，

OＨｌｍＩ２０Ｂ３０Ｈ４０Ｍ５ＯＩＩ６０％７０%80％９０冊100N

25年座 I鑓鑓卜遡』；醗鐡鍵鍵蕊鍵幽
1２
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グ□一バル人材の育成

鈩・･iiilii學糊…ii軍学糊…….….….……………….………………….……….……………………….…………………….…･･･亀
；○英語の学習は好きと回答している児童生徒・小学校:約７６％・中学校:約５８％；
○外国の人と友達になったり，外国のことについてもっと知ったりしてみたいと思うと回答してい；

ろ児童牛抹・小学校:約７１％・中学校:約６１％；

○将来，外国へ留学したり，国際的な仕事に就いたりしてみたいと思うと回答している児童生徒：

・小学校:約３９％・中学校:約３１％：

【小学校】

○児童が学校の授業や英会話教室で英語を学び始めた時期は｡小学校に入学する前が約１８%,第；
１学年または第２学年が約２４％，第３学年または第４学年が約２５％，第５学年または第６ｉ

ｉ

冒塾年が約３３％。

○小学校において，児童に対して，英語に関する指導を始めた学年は，第１学年または第２学年が；

約２９％，第３学年または第４学年が約１３％，第５学年が約５ｓ％。

！【中学校】

!○生徒が学校の授業や英会話教室で英語を学び始めた時期は,小学校に入学する前が約１１％,第！
；１学年または第２学年が約１２％，第３学年または第４学年が約１９％，第５学年または第６；

：学年が約ＳＳ％，中学校第１学年以降が約２０％･
鼠......…..……......….....….……...…………..........….….,....….....…..,.............................…...........…........…0.……．.…….................,.............‘

『￣･･･,~.･,~･…･￣･･…｡.･･･－０－－，~.･,~'一・￣~･…'･'－．｡.｡．…－．－．－…￣…~……~0.-･･･.･･･,･･･--....…･･･,~－－…･･０－．．．－…･…￣･……0..-..…･･･….｡…－０･･~.~｡･･･,~￣一･･･一￣￣･…｡．.…-.-.0゜,｡…-.---.--.-...゜｡,..･･･■.････…

｜翻そう思う 圏どちらかといえば,そう思うⅢどちらかといえば,そう思わないｉ
１国そう思わない國その他□無回答一一..－．．－－－－.…－－．－－－－－．－．､－－－－－．．．－－－－．．．－．－－－．－．．－－．－．－－－－．－－－－…...－.､－－．－．－．－－－－－－.－．．．－－－…-．－－－．－．－－－．－…－－－－．．－－－－．．－密.－－－→→－－－．－１

＜児童旬ご捧質間紙＞

○英語の学習は好きですか（新規）

【小学校】【中学校】

＜児憲牛挿質問紙＞

○外国の人と友達になったり,外国のことについてもっと知ったりしてみたいと思いますか(新規）

【小学校】【中学校】

＜児奮牛挿質問紙＞

○将来，外国へ留学したり，国際的な仕事に就いたりしてみたいと思いますか（新規）

【小学校】【中学校】

-３８－ﾋール

R=壼雪工！=ｉｉ工ii臺雪薑iii薑iｎ

25年度 趣遜蝿趣鐘汕曜皿鰹鋼
OB１０％２０N釦％４０，５０H60H70H80KDOH100B

麺年度 鐡鰹蝋繊鍵錘麹劉劉幽
筋１０M２０冊３０N、408５０§６０冊70860％908100%

25年度 鰯：幽霊鰯繼麹蕊乢釧趣劉
略１０N２脇３０％４０，５０M６０３７脇８０%DOH100B

25年度 醗麹蝋鑓鍵箪鍵IlmH;.11＆』:国
OB１０N２０Z３０冊４mｌ５０Ｈ６０冊７０N80曲ＤＯＨ１００Ｕ

25年度 鼬&灘ii2&蝋皿迦、蝋ﾄｮﾐﾐ蝋
鰯１０Ｗ２０１１３脇４０％５０％６０％7DUBOH80H100n

臣＝＝＝

轍'4コ
￣

灘11`.’
●O
■●

＝＝司

11Ⅲ
Ｅ＝＝

27s

＝毒
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｜【小学校】

l璽蟻:鰯二校製年生か。霞蟻繍''二鰯：｜
｜【中学校】

峰霧纒校…篝蟻==害膳襄鐸ｌｉ□蕪盲書●－－－=_し－－．－．－－－－－￣－－－－－－－－’

○学校の授業や英会話教室で英語を学び始めたのはいつからですか（新規）

【小学校】 【中学校】

巴●●ｂ■■口●一己■●－.●－－－－－

年生から

『
１
Ｊ|雷蝋)薫吉菫彪は２年生から關小学校3年生誠は4年生からⅢ小学校5年

く学校質問紙＞

○調査対象学年の児童に対して，いつから英語に関する指導を始めましたか（新規）

【小学校】

-３９－

…陛螂幽囲騨巡趣陛型
略１０％２０：３０Ｈ４０％５ｄＢ６０K７０ＢＢＯ％９０冊10,6

25年度 霞j璽鍵塗麹iUIm型阯巡:鐘鯉１
既Ｉ脇２０訂３０冊４０M５０：６０Ｚ７０%８０冊９０％100%

25年度 i鐘璽鑓塑:ⅢⅢ雌mmml
脇１醜２０：３０M４０％５雌ｍＢ７０冊８脇９０出１００，



FFT＝lご対する興U天・廃

．.●。･･･。･･･０｡●｡｡･･････｡･･･｡…･･････｡●｡･･･｡･･･●｡･･･｡･･･。｡･･･．･･･。････CO。｡●0゜･･･････0･･････｡･･､･･････｡｡･･･｡･･･････････｡･･｡●．●…･･….●･…･･･00●｡･･･●｡｡●O･●･･●････････．｡。･･･……････．O●･･･…･･･0｡…･･･●●｡･･･●O････････。｡｡●･●O･･｡･･･｡●．｡●･･････ｑ２

ｉｏ地域や社会で起こっている問題や出来事lこ閏'LAがあると回答している児童生徒
・小学校:約５ｓ％・中学校:約５２％ｉ

ｉｏ地域や社会をよくするために何在すべきかを考えることがあると回答している児童生徒
・小学校:約３９％・中学校:約２７％１

１○地域社会などでボランティア活動に参加したことがあると回答している児童生徒:、ｉ
・小学校:約３ｓ％・中学校:約４５％！

《Q澳馬1.EII凶禦艫鴦譲ｈｌ勲)量篁ＩＦ婿LKX1n量1艫:鞭….:側鴬蝋麹目鰯.…:史裳鷺:､麹呈ＱＺｊ

圏どちらかといえば,当てはまるⅢどちらかといえば,当てはまらない｜|鰯当てはまる

|圏当てはまらない田その他 □無回答
１－－－－－＿ﾆーーー＿＝＝－－－－－－－－－－－－－－－－１

＜児童生症質問紙＞

Ｏ地域や社会で起こっている問題や出来事に関１１１Aがありますか（新規）
【小学校】【中学校】

＜児童生徒質問紙＞

○地域や社会をよくするために何在すべきかを考えることがありますか（新規）
【小学校】【中学校】

園参加したことがない Ⅲ分からないｉ鰯参加したことがある１
'四その他 □無回答「
：---_＝ニーーーニーーﾆｰｰｰﾆｰｰ_--＝－－－－－亨壹-＝-－一一一一一一一一一一一＝------------冒二---------ｉ

＜児寅牛ｉま質問紙＞

○地域社会などでボランティア活動に参加したことがありますか（新規）
【小学校】 【中学校】

'鰯'護ぽ毎日読んでいる圃週に↑~銅程度読んでいるⅢ肌~銅程度読んでいる｜|圏ほとんど,または,全く読まない 国その他□無回答

く児童生徒質問紙＞

○新聞を読んでいますか（新規）

【小学校】【中学校】

25年度

鮒１０９２０，３０%４０％５０Ｕ６０８７０Ｂ８０Ｚ９０Ｚ１００Ｂ

－４０－

…f~瓢

25年度 醗遡繼鎚蟻麹皿皿雌圏
醐、1剛２０％３０W４筋５０％６０％７０M８０％00％100％

25年度 塵lz:遜麹』』堅蕊汕雌、脳幽
0％10820帖３０W４０％５０１１６０W７呪8,690％100％

25年度 幽鍵竺麹Ⅲ皿Ⅲ腿幽醐
0％１ＤＺ２０Ｈ３ｍＩ４０Ｈ５０Ｈ６鰯７０１１８０N９０％100％

25年度 幽蝋川雌Ⅲ雌NiiiS璽巡
0M１０％２０Ｚ３ｍｌ４０Ｍ５０Ｈ６０Ｍ７０ｎ８０M９脇100％

25年度 醗麹蝋鍵迩麹川血皿川
ＤＩＩ１０％２脇３０％４呪５脳６肌701680％BOIi・’00M

25年度 繊蝋閨麹鎚鍵壁麹仙劉、
㈱１０％2011308４０％５０％６０％７０M８０％OOH100n

25年度 睡鍵酸Ⅲ劉臘凶蝋蝋
呪１磯２０％３，１４０帖５０K601I7OU80U90H100Il

掘
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抄...．…．･･･．･･･．･･･...･･･.．｡.．･･･。･･･．.．･･･．．…...･･･...･･･．･･･．。…･･･.･･･.･･･.･･･．…･…･･･….･･･．…...･･･．.･･･.･･･…･･･…．.･･･…･･･．･･･.･･･。･･･.･･･.．.｡…･･･．.･･･････0.........･･･・･･･…。｡．．…．.｡.・・…．．･･･．･･･．．･･･.、！【小学校】【中学校】
､

;○学校支援地域本部などの学校支援ボランティアの仕組みにより,保護者や地域の人が学校lこおlプ｜
ｉろ教育活動や様ﾉﾏな活動に参加してくれると回答している学校の割合に，調査開始年度以降，小１
１学校･中学校ともに増加傾向がうかがえる。

;○保護者や地域の人の学校支援ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動は,学校の教育水準の向上に効果があったと回答｜
《している学校・小学校：約９５％・中学校：約８７％ノ
ｑｂ．。｡･･･､｡･･･OOOoO●････…････､･･０．００゜●｡●００･OOoOO●０．００●00･･･●｡･･･●･･●･････●･●００●.､｡｡､･･０．００●､････p0qp0o●､｡●OOoO０．００●0.00●0.00.00000●｡●00.00.00゜０．。､･･００●００゜００●００．０･･･｡.｡…･･･●●.O●､･･００●００．００●｡｡.｡●●｡･･･●●0゜･･･､･･･●０．００●００････００●０００．．●00.．●0.･･００s

｢繭筬ご鋤じそ芝騰－－－－繭鬮藪iじそ:ﾐ臆－－－－ｍ~孟罰瓢乙モミ砺Ui-i
l圏学校支援ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの仕組みがない □その他.無回答
L－．－－．－－－….＿…－－－．－－－－．.…－－－．．－．－…－－－…－…--..--….三…－－…－－－:－－－－－－－－＝￣＝－－１

＜学校質問紙＞

○学校支援地域本部などの学校支援ボランティアの仕組みにより，保護者や地域の人が学校におけ

る教育活動や様ﾉﾏな活動に参加してくれますか

【小学校】【中学校】

Ｉ鰯そう思う Ⅲどちらかといえば･そう思わない｜圏どちらかといえば,そう思う
i圏そう思わない □その他無回答
１－＝＝＝－－－－－－－－－－－－－－－－＝＝－－－－－－～－－－－．－…ら.._.…－－－－－－－-－－－－－－－－－－－－－＝＝」

＜学校質問紙＞

○保護者や地域の人の学校支援ボランティア活動は，学校の教育水準の向上に効果がありましたか

（新規）

【小学校】【中学校】

－４１－

25年度 鹸魎鍵鑓蕊麹麹騨劉i観
0％10,020％３０％４０％５鰯６０Ｎ７０Ｈ８０％９脇１００８



§.0゜●･OODO･･･O･･……．､O●０．，０●００･･､O･･･●｡･･････●､､●００．００･･･０．００．０００，･･､●00…0●００．０．，●00●０．００．０…O･OO●､･･００００００００．０･･…0･･0.00.0●０．０．･DO●０．００゜０．００．…0.･OoD･･･…･….､･･00･OOoO･●0゜､･･､･･O････O･･･000●０．．．．０…･･･０．．０●００●0.●､･･0.0..02
；【小学校】
:○地域の大人に勉強やスポーツを教えてもらったり，一緒に遊んだりすることがあると回答してい１
１る児童の割合は，２４年度と比べ高くなっている。

ｉ【中学校】
;○地域の大人に勉強やスポーツを教えてもらったり,一緒に遊んだりすることがあると回答してい；
《る生徒の割合Ｉ式，２４年度と比べ大きな変化は見られない。
｡･･･｡........｡..…｡6…｡.….｡.､0......…｡...｡｡.｡.…......｡0............….....｡0....0......…..…..､..…...｡００.……..….0.0..............….｡｡....｡.｡.….｡…｡…....｡｡...….….....｡..….......､0...0............…....､..｡§も

「－．．.~－－.~－－．－…ＣＯ･…･･･0..゜‐･‐~｡､－－．．－.￣,.~･･･…｡｡.･･･－.~Ｐ~~￣｡.￣…■-.......~－．．－－－．－．･~□.。….｡!･･.`.･･…－－~o－－－．－－゜｡．￣..･･￣.…｡｡｡C､~●－－－･￣．･･･｡.●.■．~･･－．･守.…－－~－.…．￣･･････.･･･些・,■～￣￣･････￣･●一・－－●□．...●-●一･････一●－１･･･---..---.

園Ｂ寺ﾉﾏある 、あまりないｉ畷よくある
□無回答｜圏全くない 配その他

Ｌ●￣･･－－－－●~－－●－－－●－－－．~￣｡~￣~~￣●■……－－－－－－－－･￣･･･－－－－－－－･－－○.●－－－…－－－－－．－－．－一･･･－－－．－一･･．－．．－－．－．．－－－－－－－－．－．.､－－．－．－－－－－－－．．．．－．－－－．－－－－－－１

＜児童生徒質問紙＞

○地域の大人（学校や塾・習い事の先生は除く）に勉強やスポーツを教えてもらったり，一緒に遊

んだりすることがありますか

【小学校】【中学校】

※２４年度鯛査では,「学校や塾の先生や家の人以外の地域の大人と一緒に遊んだり,勉強を教えてもらったりすることがありま
すか｣と質問しており､質問文が異なる。

※24年度調査において,「たまにある｣と回答した児童生徒については｢時々ある｣に,「ほとんどない｣と回答した児童生徒につ
いては｢全くない｣に分類して集計している。

遜牛活習慣
｡●□●、●●●●●●●●●｡●･●●ＣＤ●●●□●ＤｏＢＢＤ●ｃ■●ＤＢ●□■●､ppq●、■B●･●●●●ＢＧ●Ｓｃ●●●●●●Ｏ●●●●●●Ｏ●□Ｏ●ＤＣ●Ｕ□●Ｏ●●●0ＳＳＢ●Ｃ･●･●■･●■、ｑ●｡O■、●■｡ＢO●●●Ｓ、●ＵＯｐＯＢＣ●●５●ｅ●●Ｕ□、●■●●●●、●●ＤＣ●●●、●●●Ｏ●、●●□｡●●●●O●●●●●Ｏ●●■ｑ●００■●ＤＢ●●●ＵＤＢ●●●●●｡、□●U●●●●□●o●｡□●O●●●、●■､■●●●●､●ｅ●●ロ●●ＣＤＣ●Ｃ●●●●、●■ＤＯＤ．

;○昔段（月～金曜曰)，１曰当たり１時間以上インタ･-ネットをすると回答している児童生徒の害Ｉｉ

ｌ合に，調査開始年度以降増加傾向がうかがえる。
■b0..6.....p0..0.U,.□□.□..□..､..､0........日...□.e,...｡｡□､...ｃｃ.､□.0.BDsb.c0.00.,0.0...,6.0.,0..00,,Ｇ.00.0.0...■0.DB,0..0.0.0..0.,0.0..0...0.,..DUpD.p□..､....｡8...06.DB.●□.､............0...00.0..Ｇ.■...0..0..□...0.....0.0..00...B,....｡□..｡..｡..G,.』

20年度

21年皮

22年度

24年度

25年血

OB１０％２０%３０％４０刊５雌６０Ｈ７０冊ＢＯＢO0H100B

夕

－４２－
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叙.･･･････．．．･･･O･･････●･･････｡･･････…。．.．･･･…･･･････O･･･．｡O････．｡．．・・・..…．●…０．．０゜00..0．･･･････O････.O･･･●．…･････｡･･0.･…･….●･･…・･･･。．．．●･･････●･･･．･･･｡･･･････．･･･．．･･･････････．。..･･･｡O･･…0．･･･､..●･･･。･･････…．･･･．･･･．.．･･･..、
；【小学校】

;Ｏ土曜曰の午前は,習い事やスポーツ,地域の活動に参加していると回答している児童が約２７％，

；家でテレビやビデオ･ＤＶＤを見たり,ゲームをしたりしていると回答している児童が約２２％，

１午後は，習い事やスポーツ，地域の活動に参加していると回答している児童が約２５％，友達と

；遊んでいると回答している児童が約２Ｓ％である。

mi-＝－Jこ==２－ニニミーヨ慨臺塾など学校や家以外の場所で勉強している（１）

蟻壽纐'鯛…,） 勘~6以外｜富豪篭遊んでいる〔。）

騨轤鷺鵬派勉強…■－－－－－－－－－－－－雲ﾕｺﾞ坐_｜雷霧二遊んでいる、
＜児憲生捧質間紙＞

○土曜曰の午前は，

【小学校】

何をして過ごすことが多いですか（新規）

【中学校】

＜児童生徒質問紙＞

○土曜日の午後は，

【小学校】

何をして過ごすことが多いですか（新規）

【中学校】

-４３－

25年度 醗圃鐘麹:麹鎚鍵UIU菫i繼讐型
鰯１０％203３０％４０Ｎ５０％６０冊７０％８０，９０冊１００６

25年度 蜜:蝋雌:學眠幽蕊幽塗淫Ｉ
脇１０％２０利３０Ｋ４０Z５，１６０帖７脳８０ＢＯＯＨ１００Ｈ

25年度 Ｉ錘蝋11』211山u壁』;:型塑些幽
OB１０５２０Ｚ３００４筋５脇６０Ｚ７筋８略g0B100K

25年度 蕊迩蝋煙i墾巡蝋型塾，
鰯１０％205３０％４０M５脳６０％７０Ｗ８０１１９０M100％
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ｉｏ家の人と学校での出来事について話をすると回答している児童生徒の割合に,調査開始年度以降,；
；増加傾向がうかがえる。
５．････０．０．．．.…････。･･･｡．…････O･…･･･…･･･････.･･･.．．･･･……●O･….…･…･…････０．●０．．０．．゜…････････．･･･.．･･･０．，０．･･O････０．･●･･･････････..．．.．O････．･･･････････.｡…････････..。．・・・．.．.･･･…････…･･････････.●･･･０．．．０。･･････0..........･･･

＜児童生拝質問紙＞

○家の人と学校での出来事について話をしますか

【小学校】【中学校】

、

i爾憲調
３．．.……....…...….…........……...….............……....……....．.................….....…..．..…..…..…...........….….｡..........….........……....….…...…...…..…..．、
；【小学校】
;○いじめはどんな理由があってもいけないことだと思うと回答している児童の割合は,２４年度と；
ｉ比べ大きな変化は見られない。

；【中学校】
!○いじめはどんな理由があってもいけないことだと思うと回答している生徒の割合に,調査開始年ｉ

ｉｉ度以降，増加傾向がうかがえる。
､b､.…0..0....0.......0..........0.......…........….....…...….､0.........0...0.....0.....….｡..…｡.｡｡.｡.｡...…................…｡.....､0...0...................…｡｡…......｡｡.｡….......｡..........｡..…..､0......㎡

規範意識

F■■･－●'■－－●－６●－－１■－■●－●－－■－－－－■■■■－~面■－－白c●■…､￣￣●●･￣●ｑ－｡。■･●￣･◆－６￣￣■-■◆■や■■■－０●ひ■Ｓ－ｃ■●0●●●-●■●－．－｡←●～●●￣￣￣￣●■￣￣■■●－６■￣L甲｡●q￣Bﾛ●■■■■Ｃ－－ヤーい｡■■●￣●￣●０－－■■■'U■￣▼ら｡､■■'■￣￣Oけ■白■白一一U■四・￣■▽■④￣■－－￣－－Ｃ－０ｓ－■己一一●－－●￣●￣－－●･￣￣■￣￣■■■￣や■￣■■■ロー■■■■●■￣Ｓ●■￣･■■■０－－￣￣■

|鰯当てはまる露どちらかといえば,当てはまるⅢどちらかといえば､当てはまらない！
'圏当てはまらない園その他 □無回答
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＜児憲生挿質問紙＞

○いじめは，どんな理由があってもいけないことだと思いますか

【小学校】【中学校】

－４４－

家庭でのコミュニケーション



4．都道府県の状況（公立）
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!○都道府県のＩ犬況（公立）については，平均正答率を見ると，２４年度同様，ほとんどの都道府；

ｉ県が平均正答率の±５％の範囲内にあり，大きな差は見られない。
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【小学校調査】正答率分布ｸﾞﾗﾌ(横軸:平均正答率,縦軸:都道府県数）

[国語Ａ］［国語Ｂ］［算数Ａ］ [算数Ｂ］
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【中学校調査】正答率分布ｸﾞﾗﾌ(検軸:平均正答率.縦軸:都遡府県数）
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○都道府県別・平均正答率一覧

く小学校＞ 平均正答率（％）
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※都道府県の平均正答率は，公立のみの数字である（以下同じ)。
※平成２２年度，２４年度の調査については，調査方法が抽出調査（95％の確率で誤差１％以内になるよう抽出率を
設定）であるため，誤差を含む形で表示している。
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○都道府県別・児童生徒の正答率分布一覧

く小学校・国語Ａ＞
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＜小学校・国語Ｂ＞
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＜小学校・算数Ａ＞
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＜小学校・算数Ｂ＞
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＜中学校・国語Ａ＞
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＜中学校・国語Ｂ＞
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＜中学校・数学Ａ＞
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＜中学校・数学Ｂ＞

全図（図公通り
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